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本
稿
は
、
近
世
後
期
京
都
に
お
け
る
芭
蕉
堂
歴
世
に
よ
る
芭
蕉
顕
彰
に
関
す
る
俳
諧
資
料
を
収
載
し
、
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
芭
蕉
堂
は
、

近
世
後
期
京
都
に
お
け
る
俳
諧
研
究
史
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
拠
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
芭
蕉
堂
の
歴
世
の
俳
諧
は
、
研
究
の
緒
に
就

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
は
そ
の
一
端
を
担
う
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
継
続
的
な
資
料
収
集
と
考
察
を
課
題
と
し
て
い
る
。

　

初
世
堂
主
の
高
桑
闌
更
は
、
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
、
双
林
寺
境
内
に
芭
蕉
堂
、
南
無
庵
を
設
け
る
べ
く
地
所
を
得
る
。
本
稿
第
一
章
に
そ

の
経
緯
の
一
端
を
示
す
資
料
を
収
載
し
て
い
る
。
天
明
四
年
五
月
に
は
芭
蕉
堂
を
設
け
、
同
六
年
三
月
一
二
日
に
は
最
初
の
花
供
養
会
を
開
催
す

る
。
そ
し
て
、
同
日
の
俳
諧
興
行
を
収
載
し
た
『
花
供
養
』
を
刊
行
す
る
。
本
稿
第
二
章
に
そ
の
影
印
と
翻
刻
を
収
載
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
花

供
養
会
は
毎
年
の
よ
う
に
執
り
行
わ
れ
、
明
治
三
年
頃
ま
で
盛
会
で
あ
っ
た
。
こ
の
花
供
養
会
の
芭
蕉
追
善
俳
諧
は
、
近
世
後
期
京
都
俳
壇
に
お

け
る
芭
蕉
顕
彰
の
最
も
大
き
な
業
績
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
れ
が
全
国
各
地
へ
展
開
し
て
い
く
こ
と
か
ら
は
、
先
発
で
あ

る
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
か
ら
の
義
仲
寺
の
時
雨
会
と
と
も
に
各
地
方
の
芭
蕉
顕
彰
の
動
き
の
先
例
と
な
っ
た
。

　

芭
蕉
堂
で
は
、
花
供
養
会
を
中
心
と
し
て
歴
世
の
堂
主
が
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
諧
活
動
を
展
開
す
る
。
注
目
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
市
井
の
俳
諧

人
口
の
爆
発
的
な
増
加
に
よ
る
時
代
の
要
請
に
応
え
る
俳
諧
指
導
が
あ
る
。
そ
の
指
導
の
実
際
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
、
第
三
章
に
初
世
闌
更
、

第
四
章
に
二
世
成
田
蒼
虬
、
第
五
章
に
四
世
北
村
朝
陽
の
点
帖
、
点
印
を
収
載
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
俳
壇
に
影
響
力
の
あ
っ
た
花
供
養
会
は
、
巧
妙
に
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
連
の
仕
掛
け
は
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
　
芭
蕉
堂
の
設
え

⑴
　
双
林
寺
境
内
に
芭
蕉
堂
の
開
庵

　

闌
更
は
、
次
の
経
緯
で
双
林
寺
境
内
に
芭
蕉
堂
、
南
無
庵
を
設
け
た
。

は
じ
め
に

花
供
養
会
の
仕
掛
け
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1　

天
明
三
年
一
〇
月
、
双
林
寺
境
内
に
借
地　
（
第
一
章
の
闌
更
宛
二
札
参
照
）

　

2　

同
四
年
五
月
、
堀
秦
夫
が
南
無
庵
を
訪
問
し
て
い
る
の
で
、
南
無
庵
は
こ
れ
以
前
の
完
成
（『
秦は

た

夫を

草ぐ
さ

』
参
照
）

　

3　

同
六
年
三
月
一
二
日
、
花
供
養
会
初
回
開
催　
（
第
二
章
参
照
）

　

4　

同
七
年
九
月
刊
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
に
登
載
、
宣
伝

　

当
初
、
芭
蕉
堂
、
南
無
庵
接
待
所
と
別
の
一
棟
と
の
三
つ
が
建
て
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
後
述
す
る
が
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』（
本
稿
16
頁

参
照
）
の
絵
図
が
そ
れ
で
、
当
初
の
芭
蕉
堂
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
と
推
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
南
無
庵
は
、
天
明
四
年
五
月
、
秦
夫
が
「
東

山
南
無
庵
に
入
り
」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
前
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
六
年
の
三
月
一
二
日
に
、
花
供
養
会
の
第
一
回

を
開
催
し
て
い
る
の
で
、
借
地
よ
り
二
年
四
ヶ
月
の
準
備
期
間
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
出
版
物
に
よ
る
宣
伝
で
あ
る
。
当
時
の
俳
諧
は
、
出
版
の
発
展
、
普
及
に
伴
っ
て
、
多
く
の
俳
諧
人
口
を
獲
得
し

た
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
は
、
秋
里
籬
島
の
著
作
で
、
籬
島
が
先
の
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
八
月
に
『
都
名
所
図
会
』
を
上
梓
し
、
そ
れ
が

好
評
で
あ
っ
た
た
め
「
拾
遺
」
を
上
梓
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
書
は
京
都
の
案
内
地
誌
で
、
絵
図
を
多
く
採
り
入
れ
、
京
都
巡
り
の
旅
人

へ
の
利
便
性
が
高
い
。
ま
た
、
京
都
土
産
と
し
て
や
、
町
人
ら
の
読
物
と
し
て
の
需
要
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
当
時
は
教
育
の
普
及
も
著
し

く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
た
。
俳
諧
に
と
っ
て
も
、
掲
載
さ
れ
る
句
が
多
く
な
り
、
注
目
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
の
特
長
は
、
俳
諧
に
関
す
る
記
述
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
蕪
村
が
設
え
た
金
福
寺
の
芭
蕉
庵
な
ど
も
掲
載
さ
れ
た
。
そ

れ
は
、
籬
島
は
作
家
で
あ
る
が
、
俳
諧
師
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
因
み
に
、
彼
は
安
永
五
年
九
月
に
、
俳
諧
の
作
法
書
『
俳
諧
早
作
伝
』
を

上
梓
し
て
い
る
が
、
闌
更
は
こ
れ
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
二
人
に
は
親
交
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
闌
更
に
と
っ
て
、
籬
島
は
俳
諧
の
友
で
あ
る

と
と
も
に
、
出
版
に
よ
る
宣
伝
を
可
能
に
す
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
闌
更
は
、
出
版
を
利
用
し
て
、
花
供
養
会
へ
の
参
加
者
を
獲
得
す
る
足
掛
か

り
を
作
っ
た
と
い
え
る
。

　
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
の
記
述
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
る
と
、
絵
図
は
、
芭
蕉
堂
、
大
雅
堂
、
東
漸
寺
、
東
大
谷
門
前
で
一
丁
分
で
あ
る
。
案

内
文
は
、
芭
蕉
堂
と
東
華
坊
支
考
の
建
て
た
芭
蕉
翁
の
碑
と
で
お
よ
そ
一
丁
分
で
あ
る
。
芭
蕉
堂
に
つ
い
て
は
、
芭
蕉
堂
が
芭
蕉
の
慕
う
西
行
庵

の
隣
に
位
置
す
る
こ
と
、
安
置
す
る
芭
蕉
像
が
森
川
許
六
の
刻
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
像
が
越
智
智
月
か
ら
巡
り
巡
っ
て
闌
更
に
伝
来
し

た
こ
と
な
ど
を
記
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
多
く
の
人
に
真
実

0

0

と
し
て
認
知
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
京
都
に
移
住
し
、
芭
蕉
堂
を
開

い
た
闌
更
が
、『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
の
登
載
に
よ
る
宣
伝
効
果
を
期
待
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
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⑵
　
芭
蕉
像
の
安
置

　

闌
更
は
、
芭
蕉
堂
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
、
芭
蕉
に
縁
の
あ
る
森
川
許
六
が
刻
ん
だ
と
す
る
芭
蕉
像
を
据
え
た
（
図
版
Ⅱ
）。
天
明
六
年
、
最

初
の
『
花
供
養
』
は
、「
丙
午
花
供
養　

蕉
翁
桜
木
の
尊
像
に
花
を
奉
る
」
で
始
ま
る
。
こ
の
こ
と
は
、
⑴
で
も
述
べ
た
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』

に
次
の
ご
と
く
あ
る
の
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
（
図
版
Ⅰ
）。

芭
蕉
翁
肖
像　

こ
ゝ
に
安
置
す
。
木
像
八
寸
計
。
此
影
像
は
、
は
せ
を
の
翁
の
愛
し
給
ふ
桜
樹
の
あ
り
し
を
、
歿
せ
ら
れ
し
後
の
と
し
、
門

葉
の
五
老
井
許
六
と
い
ふ
人
き
ざ
み
給
ひ
、
大
津
の
智
月
尼
と
い
ふ
に
与
ふ
。

　

そ
の
後
、
越
中
、
加
賀
へ
と
巡
り
、
闌
更
の
許
に
伝
来
し
た
と
い
う
。
数
あ
る
芭
蕉
像
の
中
か
ら
こ
れ
に
付
加
価
値
を
持
た
せ
、
洛
東
芭
蕉
堂

の
象
徴
た
ら
し
め
た
。
許
六
刀
芭
蕉
像
の
効
果
は
極
め
て
効
果
的
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
芭
蕉
像
は
次
の
図
版
Ⅱ
の
有
様
で
、
芭
蕉
堂
（
現

在
の
洛
東
芭
蕉
堂
所
有
者
が
城
陽
市
に
も0

設
け
た
芭
蕉
堂
）
に
現
存
す
る
。

図版Ⅰ　『拾遺都名所図会』（部分）
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た
だ
し
、
許
六
刀
芭
蕉
像

は
か
な
り
小
ぶ
り
で
、『
拾

遺
都
名
所
図
会
』
に
も
「
木

像
八
寸
計
」
と
あ
る
。
現
洛

東
に
あ
る
芭
蕉
堂
に
据
え
ら

れ
て
い
る
芭
蕉
像
は
、
こ
れ

と
は
異
な
り
、
か
な
り
大
ぶ

り
な
陶
器
製
で
あ
る
。
参
考

と
し
て
、
文
久
二
（
一
八
六

二
）
年
刊
『
再
撰
花
洛
名
勝

図
会
』
の
芭
蕉
堂
の
図
会

（
図
版
Ⅲ
）
を
み
る
と
、
現

洛
東
芭
蕉
堂
の
設
え
と
同
様

で
あ
り
、
芭
蕉
像
も
大
ぶ
り

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
谷
峯
蔵

氏
の
『
芭
蕉
堂
七
世　

内
海

良
大
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
六
年
に
大
仏
師
山
田
孫
右
衛
門
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
許
六
刀
芭
蕉
像
は
こ
の
胎
内
に
納
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　

因
み
に
、『
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
』
に
載
る
闌
更
の
句
は
、「
は
じ
め
て
花
供
養
い
と
な
み
て　

活い
き

て
居ゐ

て
望も
ち

の
日
の
花
備そ
な

へ
け
り
」
で
あ
る
。

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
当
時
の
五
世
堂
主
で
あ
る
河
村
公
成
の
句
は
、「
咲さ

き

み
ち
て
木こ
の

間ま

さ
わ
が
し
山
ざ
く
ら
」
で
、
句
意
は
、
折
か
ら
の
桜

は
満
開
で
あ
り
、
芭
蕉
を
慕
っ
て
訪
れ
る
人
も
騒
が
し
い
ば
か
り
で
あ
る
。
文
久
二
年
の
『
花
供
養
』
は
四
四
丁
で
あ
り
、
例
年
並
の
賑
や
か
な

人
出
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
闌
更
の
句
を
あ
げ
て
初
世
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
芭

蕉
堂
は
宣
伝
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

図版Ⅱ　森川許六刀芭蕉像

図版Ⅲ　『再撰花洛名勝図会』
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⑶
　
南
無
庵
接
待
所
の
設
立

　

芭
蕉
堂
を
設
け
、
芭
蕉
を
祀
り
、
接
待
所
で
俳
諧
興
行
を
行
う
様
式
は
、
早
く
は
義
仲
寺
に
あ
る
。
洛
東
芭
蕉
堂
も
こ
れ
に
倣
っ
た
。
五
升
庵

蝶
夢
の
目
指
し
た
芭
蕉
顕
彰
の
動
き
を
、
俳
諧
観
の
共
有
の
有
無
は
と
も
あ
れ
、
結
果
的
に
闌
更
は
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。

こ
れ
以
後
、
洛
東
芭
蕉
堂
の
動
き
は
全
国
に
波
及
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
南
無
庵
接
待
所
の
絵
図
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一
章
に
そ
の
経
緯
の

一
端
を
示
す
資
料
と
と
も
に
収
載
し
て
い
る
。

二
　
花
供
養
会
の
開
催

　

闌
更
は
、
芭
蕉
追
善
の
俳
諧
興
行
を
時
雨
会
に
倣
い
、
且
つ
、
独
自
性
を
加
え
て
次
の
手
順
で
開
催
し
た
。

⑴
　
芭
蕉
追
善
俳
諧
興
行

　

1　

三
月
一
二
日
に
開
催
す
る

　

2　

南
無
庵
に
芭
蕉
像
軸
を
掛
け
る

　

3　

当
日
出
席
者
に
よ
る
俳
諧
興
行
一
巻
と
席
上
探
題
を
催
す

　

日
程
は
、
芭
蕉
の
本
廟
で
あ
る
義
仲
寺
の
、
忌
日
に
行
わ
れ
る
一
〇
月
一
二
日
の
時
雨
会
を
避
け
た
。
ま
た
、
五
月
に
は
義
仲
寺
奉
扇
会
が
行

わ
れ
て
い
た
の
で
、
冬
と
夏
の
芭
蕉
追
善
会
を
避
け
て
、
春
の
月
命
日
で
あ
る
三
月
一
二
日
に
行
っ
た
。
桜
の
咲
く
好
時
節
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

追
善
俳
諧
に
参
集
す
る
人
々
の
高
揚
感
を
満
た
す
の
に
最
適
で
あ
っ
た
ろ
う
。『
時
雨
会
』
が
真
摯
に
芭
蕉
を
追
善
し
て
時
雨
の
、
冬
の
句
を
献

句
し
た
の
に
対
し
、『
花
供
養
』
は
春
の
句
、
及
び
四
季
の
句
を
献
句
し
た
。
こ
の
こ
と
が
全
国
か
ら
の
献
句
を
実
現
せ
し
め
た
要
因
の
一
つ
で

あ
る
。
た
だ
し
、
多
く
は
二
、三
回
の
献
句
で
終
る
。
そ
れ
は
、『
花
供
養
』
に
登
載
さ
れ
る
目
的
が
、
全
国
に
披
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ

た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
芭
蕉
顕
彰
の
実
態
の
一
つ
で
あ
る
。
参
考
と
し
て
、『
花
供
養
』
の
入
集
状
況
を
み
て
お
こ
う
。
闌
更

主
催
の
『
花
供
養
』
刊
行
は
、
在
世
の
天
明
六
年
か
ら
寛
政
一
一
年
ま
で
の
う
ち
、
一
三
回
で
あ
る
。
こ
の
間
の
入
集
者
は
、
三
一
八
九
名
。
そ

れ
を
回
数
別
に
記
す
。

　
　

一
二
回
―　

4
名　
　

一
一
回
―　

2
名　
　

一
〇
回
―　

7
名　
　

九
回
―　

14
名　
　

八
回
―　

27
名　
　

七
回
―　

14
名

　
　
　

六
回
―　

27
名　
　
　

五
回
―　

62
名　
　
　

四
回
―　

113
名　
　

三
回
―　

252
名　
　

二
回
―　

777
名　
　

一
回
―　

2096
名
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右
か
ら
は
、
七
、八
回
程
度
ま
で
が
常
連
で
、
五
〇
名
前
後
と
な
る
。
其
成
、
芦
涯
、
白
黛
、
土
卵
、
斗
流
、
車
蓋
、
得
終
ら
の
門
人
た
ち
で

あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
の
解
題
で
述
べ
る
。
地
域
は
、
京
、
近
江
、
備
後
、
筑
前
、
能
登
、
長
州
、
越
前
、
加
賀
な
ど
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
一
、二
回
程
度
は
、
西
国
を
中
心
と
し
た
ほ
ぼ
全
国
に
渡
る
二
九
〇
〇
名
足
ら
ず
と
な
り
、
殆
ん
ど
の
人
々
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ

の
状
況
か
ら
は
、
各
地
に
地
域
宗
匠
が
常
連
と
し
て
お
り
、
そ
の
指
導
の
も
と
に
投
句
す
る
人
々
が
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

人
々
は
、
全
国
区
版
の
『
花
供
養
』
誌
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
、
句
が
評
価
さ
れ
る
の
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
も
示
す
。
句
の
優

劣
を
示
す
評
価
や
賞
品
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
句
の
等
価
性
が
高
ま
り
、
好
感
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
花
供
養
』

で
は
、
施
主
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
花
供
養
』
一
冊
が
進
上
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
句
の
多
く
は
後
に
月
並
で
あ
る
と
批
評
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
芭
蕉
に
縁
が
あ
る
こ
と
、『
花
供
養
』
が
大
部
に
な
っ
て
い
く
こ
と
、
名
所
図
会
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
花
供
養
は

適
当
な
町
人
の
嗜
好
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
真
摯
な
芭
蕉
追
善
の
義
仲
寺
時
雨
会
と
は
相
反
す
る
の
で
あ
る
が
、
芭
蕉
を
顕
彰
す

る
意
気
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
、
芭
蕉
顕
彰
が
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
必
要
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

追
善
俳
諧
の
席
で
は
、
芭
蕉
像
軸
が
掛
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
連
歌
な
ど
で
は
、
菅
原
天
神
、
人
麻
呂
像
な
ど
が
掛
け
ら
れ
る
が
、
芭
蕉
像
は

そ
れ
ら
に
伍
す
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
雲
英
文
庫
に
双
林
寺
月
峰
画
、
闌
更
賛
の
一
軸
が
あ
る
。
左
に

図
版
を
あ
げ
る
。
月
峰
は
、
画
を
池
大
雅
に
学
び
、
双
林
寺
に
大
雅
堂
を
設
け
、
後
に
は
二
代
大
雅
堂
堂
主
と
な
る
。
俳
諧
も
好
み
、
芭
蕉
堂
、

闌
更
の
良
き
理
解
者
の
一
人
で
あ
る
。
因
み
に
、
後
世
の
芭
蕉
堂
関
係
者
に
よ
っ
て
、
同
様
の
芭
蕉
像
軸
が
量
産
さ
れ
、
現
存
す
る
。

　

花
供
養
会
当
日
は
、
出
席
者
に
よ
る
俳
諧
興
行
一
巻
が
巻
か
れ
、
探
題
発
句
が
献
句
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
時
雨
会
』
の
様
式
と
同
様
で
あ
る
。
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⑵
　
追
善
興
行
集
『
花
供
養
』
の
出
版

　

花
供
養
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
発
句
と
連
句
が
募
集
さ
れ
た
。
次
は
天
保
四
年
、
蒼
虬
主
催
の
募
句
ち
ら
し
で
あ
る
。
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館

糸
井
文
庫
藏
。

　

天
保
四
年
刊
『
花
供
養
』
は
、
糸
井
文
庫
本
に
よ
れ
ば
、
全
五
六
丁
、
歌
仙
二
、
表
四
、
発
句
八
七
九
で
あ
る
。
発
句
は
一
人
一
句
で
あ
る
か

ら
、
凡
そ
九
百
人
の
参
加
と
な
る
。
ち
ら
し
に
拠
っ
て
入
花
料
を
計
算
す
る
と
、
歌
仙
は
南
鐐
一
〇
片
、
表
は
南
鐐
四
片
、
発
句
は
金
八
七
九
朱
。

金
一
両
を
九
万
円
で
計
算
す
る
と
、
約
五
〇
〇
万
円
程
度
に
な
る
。
出
版
冊
数
は
、
一
人
一
句
の
入
集
な
の
で
、
約
九
〇
〇
冊
に
な
る
。
当
時
の

書
林
は
、
書
簡
な
ど
の
飛
脚
便
も
扱
い
、
費
用
の
金
銭
出
納
も
扱
う
こ
と
が
多
い
。「
月
の
会
」
に
つ
い
て
は
未
詳
な
が
ら
、『
花
供
養
』
に
准
じ

て
行
わ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
か
な
り
の
経
済
効
果
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、『
花
供
養
』
の
出
版
状
況
を
一
覧
す
る
。

　
　

凡　

例

一　

花
供
養
集　

一
句
御
施
主
料

　
　
　
　
　
　
　

集
冊
進
上　
　
　
　

金
一
朱

　
　
　

但
し
春
の
句
何
に
て
も

一　

歌
仙　
　
　

御
施
主
料　
　
　
　

南
鐐
五
片

一　

表　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

南
鐐
一
片

　
　
　

前
書
等
発
句
之
字
数
に
准
ず

一　

月
の
会　
　

花
供
養
に
准
ず

　
　
　

但
し
秋
の
句
何
に
て
も

　

右
は
蕉
堂
相
続
之
集
に
候
間　

御
出
句
希
に
料
不
添
分
は
加
入

　

不
致
毎
年
三
月
十
二
日　

八
月
十
二
日
供
養
会
相
勤
候
間
御
出
席
可
被
下
候

　
　
　
　

芭
蕉
堂
執
事

　
　
　

届
所
書
林　
　
　
　
　
　

東
洞
院
仏
光
寺
上
ル
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
屋
平
兵
衛
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『花供養』出版一覧
刊 行 年 主催者 書 林 名 丁数 底本所蔵 備　考

1 天明 6年 初世闌更 菊舎太兵衛 14 糸井
2 天明 7年 闌更 菊舎太兵衛 16 愛知県大
3 寛政 1年 闌更 菊舎太兵衛 10 櫻井
4 寛政 2年 闌更 菊舎太兵衛 25 愛知県大
5 寛政 3年 闌更 菊舎太兵衛 26 月明
6 寛政 4年 闌更 菊舎太兵衛 40 月明
7 寛政 5年 闌更 菊舎太兵衛 49 白鹿
8 寛政 6年 闌更 菊舎太兵衛 45 小林
9 寛政 7年 闌更 菊舎太兵衛 49 白鹿
10 寛政 8年 闌更 芭蕉堂 67 白鹿
11 寛政 9年 闌更 芭蕉堂 42 小林
12 寛政10年 闌更 芭蕉堂 40 月明 寛政10年 5 月闌更没
13 寛政11年 二世蒼虬 芭蕉堂・勝田喜右衛門 33 白鹿
14 享和 1年 蒼虬 勝田喜右衛門 28 櫻井
15 享和 2年 蒼虬 勝田喜右衛門 30 弘前
16 享和 3年 蒼虬 勝田喜右衛門・勝田善助 24 弘前
17 文化 1年 蒼虬 勝田喜右衛門・勝田善助 25 髙井
18 文化 2年 蒼虬 勝田喜右衛門・勝田善助 36 月明
19 文化 3年 蒼虬 勝田善助 48 糸井
20 文化 4年 蒼虬 勝田善助 46 月明
21 文化 6年 蒼虬 勝田善助 37 石川歴博
22 文化 8・ 9年 蒼虬 勝田善助 47 糸井
23 文化11・12・13年 蒼虬 菊舎太兵衛 47 白鹿
24 文政11年 蒼虬 無刊記 27 武蔵野
25 天保 1年 蒼虬 菊屋平兵衛 45 石川歴博
26 天保 3年 三世千崖 菊屋平兵衛 53 糸井 天保 9年 5月千崖没
27 天保 4年 二世蒼虬 菊屋平兵衛 56 糸井
28 天保 5年 蒼虬 菊屋平兵衛 57 白鹿 天保13年蒼虬没
29 天保10年 四世朝陽 菊屋平兵衛 39 白鹿
30 天保11年 朝陽 菊屋平兵衛 51 立教 天保11年 9 月朝陽没
31 天保12年 五世九起 無刊記 61 櫻井
32 天保13年 九起 近江屋利助 73 糸井
33 天保14年 九起 菊屋平兵衛 109 立教
34 弘化 1年 九起 近江屋利助 60 月明
35 弘化 2年 九起 菊屋平兵衛 74 櫻井
36 弘化 3年 九起 近江屋利助 72 竹内
37 弘化 4年 九起 菊屋平兵衛 68 小林
38 嘉永 1・ 2年 九起 近江屋利助 69 白鹿
39 嘉永 3年 九起 菊屋平兵衛 40 立教 明治15年 3 月九起没
40 嘉永 6年 六世公成 近江屋利助 63 小林
41 安政 1年 公成 近江屋利助 59 月明
42 安政 3年 公成 無刊記 61 白鹿
43 安政 4年 公成 無刊記 55 奈良大
44 安政 5年 公成 近江屋利助 54 松本
45 安政 6年 公成 近江屋利助 62 月明
46 万延 1年 公成 無刊記 61 櫻井
47 文久 1年 公成 無刊記 48 月明
48 文久 2年 公成 無刊記 44 櫻井
49 文久 3年 公成 無刊記 43 糸井
50 元治 1年 公成 無刊記 38 小林
51 慶応 1年 公成 無刊記 44 櫻井
52 慶応 2年 公成 無刊記 41 白鹿
53 慶応 3年 公成 無刊記 51 櫻井 慶応 4年 6月公成没
54 明治 1・ 2年 七世良大 無刊記 45 櫻井 明治25年 9 月良大没
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凡　

例

一　

所
蔵
略
記
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

糸
井　
　
　

舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
糸
井
文
庫

　

愛
知
県
大　

愛
知
県
立
大
学
付
属
図
書
館

　

櫻
井　
　
　

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
桜
井
文
庫

　

月
明　
　
　

石
川
県
立
図
書
館
月
明
文
庫

　

小
林　
　
　

小
林
孔

　

白
鹿　
　
　

兵
庫
県
西
宮
市
笹
部
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
白
鹿
記
念
酒
造
博
物
館
寄
託

　

弘
前　
　
　

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
石
見
文
庫

　

髙
井　
　
　

髙
井
悠
子

　

石
川
歴
博　

石
川
県
立
歴
史
博
物
館

　

武
蔵
野　
　

武
蔵
野
大
学
付
属
図
書
館
前
田
利
治
文
庫

　

立
教　
　
　

立
教
大
学
付
属
図
書
館

　

竹
内　
　
　

竹
内
千
代
子

　

奈
良
大　
　

奈
良
大
学
付
属
図
書
館

　

松
本　
　
　

松
本
節
子

　

明
治
三
年
で
一
連
の
『
花
供
養
』
の
刊
行
は
一
応
終
わ
る
が
、
義
仲
寺
の
『
時
雨
会
』
は
、
す
で
に
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
一
応
の
終
焉

を
迎
え
て
い
る
。『
時
雨
会
』
後
の
凡
そ
四
〇
年
ほ
ど
は
、
芭
蕉
顕
彰
を
花
供
養
会
が
支
え
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、『
時
雨
会
』
と
『
花
供

養
』
の
二
つ
が
、
近
世
後
期
の
芭
蕉
顕
彰
の
動
き
を
継
続
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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三
　
門
人
の
獲
得
と
全
国
展
開

　

現
存
の
『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
は
、
大
正
一
二
年
に
新
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
堂
主
に
よ
っ
て
門
人
数
に
多
少
は
あ
る
も

の
の
そ
れ
ぞ
れ
に
門
人
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
芭
蕉
堂
を
直
接
的
に
支
え
る
門
人
と
、
そ
の
門
人
達
の
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
間
接
的
な
繋
が
り
に

よ
っ
て
、
芭
蕉
堂
は
支
え
ら
れ
、
全
国
展
開
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
免
状
の
発
行
は
、『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
に
よ
れ
ば
、
昭
和
三
年

七
月
か
ら
昭
和
三
一
年
二
月
ま
で
、
一
六
世
岩
井
藍
水
の
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
近
世
期
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
展
開
の
要
素
に
二
条
家
俳
諧
が
あ
る
。
二
条
家
俳
諧
は
、
俳
諧
人
口
の
増
大
と
蕉
門
の
隆
盛
に
よ
っ
て
、
京
都
俳
壇
に
お
け
る
新

し
い
勢
力
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
。
旧
来
か
ら
の
貞
徳
の
流
れ
を
汲
む
俳
諧
も
存
続
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
勢
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　

富
田
志
津
子
著
『
二
条
家
俳
諧　

資
料
と
研
究
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
二
条
家
俳
諧
宗
匠
（
※
花
の
本
宗
匠
も
含
む
）

に
は
、
次
の
芭
蕉
堂
関
係
者
が
宗
匠
免
許
を
受
け
て
い
る
。

　

初
世
堂
主
闌
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
二
年
允
可

　

二
世
堂
主
蒼
虬
（
闌
更
門
）　　
　
　
　
　
　

文
化
八
年
允
可

　
　
　
　
　

何
丸
（
闌
更
門
）　　
　
　
　
　
　

文
政
七
年
允
可

　
　
　
　
　

抱
儀
（
蒼
虬
門
）　　
　
　
　
　
　

文
政
九
年
允
可

　
　
　
　
　

梅
室
（
闌
更
門
）　　
　
　
　
　
　

嘉
永
四
年
允
可　
（
※
花
の
本
）

　
　
　
　
　

淡
節
（
七
世
堂
主
良
大
の
義
父
）　

安
政
四
年
允
可

　
　
　
　
　

梅
通
（
蒼
虬
門
）　　
　
　
　
　
　

文
久
二
年
允
可

　
　
　
　
　

芹
舎
（
蒼
虬
門
）　　
　
　
　
　
　

元
治
元
年
允
可　
（
※
花
の
本
）

さ
ら
に
、
闌
更
門
の
其
成
は
、
書
肆
菊
舎
太
兵
衛
で
あ
り
、
二
条
家
俳
諧
の
御
俳
諧
書
林
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
初
世
闌
更
と
二
世
蒼
虬
が
二
条
家
俳
諧
に
加
わ
り
、
そ
の
門
人
達
が
脈
々
と
受
け
継
い
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
二
条
家
俳
諧
の

全
国
俳
人
達
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
花
供
養
会
と
関
係
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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解　

題

　

本
資
料
は
、
双
林
寺
境
内
芭
蕉
堂
関
係
文
書
を
、
影
印
を
付
し
て
翻
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。
同
軸
は
、
関
西
大
学
図
書
館
蔵
で
あ
る
。

　

同
軸
は
、
次
の
四
文
書
を
収
め
る
。
な
お
、
縦
寸
法
は
巻
物
の
長
さ
で

あ
る
。

　

⑴　

天
明
三
年
十
月
付　

林
阿
弥
妙
長
他
四
名
連
署　

闌
更
宛
一
札

　
　
　

縦
三
一
・
七
糎
、
横
八
三
・
六
糎
。

　

闌
更
が
、
草
庵
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
、
双
林
寺
の
境
内
を
借
用

す
る
文
書
で
、
地
所
の
図
を
付
す
。

　

参
考
と
し
て
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
八
月
刊
『
都
名
所
図

会
』
の
双
林
寺
図
を
あ
げ
る
（
本
文
12
頁
）。

　

⑵　

天
明
七
年
五
月
付

　
　
　
　

西
阿
弥
・
林
阿
弥
連
署　

闌
更
宛
南
無
庵
接
待
所
一
札

　
　
　

縦
三
一
・
七
糎
、
横
四
二
・
九
糎
。

　

闌
更
が
、
俳
諧
興
行
な
ど
の
た
め
に
南
無
庵
接
待
所
を
建
て
た
文

書
で
、
画
図
を
付
す
。「
此
度
新
譲
申
」
と
あ
り
、
実
質
的
な
所
有

と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

参
考
と
し
て
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
九
月
刊
『
拾
遺
都
名
所

図
会
』
巻
二
（
部
分
）
と
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
刊
『
再
撰
花

洛
名
勝
図
会
』（
部
分
）
を
あ
げ
る
。『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
に
あ
る

芭
蕉
堂
、
南
無
庵
と
草
庵
の
三
つ
の
建
物
が
当
初
の
様
子
で
あ
っ
た

と
推
察
で
き
る
。
現
在
の
芭
蕉
堂
の
設
え
は
、『
再
撰
花
洛
名
勝
図

会
』
を
引
継
い
で
い
る
。

　

⑶　

明
治
六
年
五
月
並
び
に
十
月
付

　
　
　
　

内
海
良
大　

戸
・
区
長
宛
住
居
届

　
　
　

縦
三
一
・
七
糎
、
横
四
三
・
八
糎
。

　

芭
蕉
堂
主
七
世
の
良
大
の
住
居
届
の
文
書
。
明
治
六
年
に
双
林
寺

が
寺
社
領
公
収
令
に
よ
っ
て
上
地
さ
れ
た
際
、
芭
蕉
堂
も
上
地
さ
れ

た
が
、
引
き
続
き
住
居
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
。
芭
蕉
堂
の
沽
券

が
流
出
中
で
、
双
林
寺
中
と
判
断
さ
れ
、
私
宅
と
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
（『
芭
蕉
堂
七
世　

内
海
良
大
』）。

　

⑷　

明
治
八
年
十
月
廿
八
日
付

　
　
　
　

内
海
良
大　

木
村
正
幹
宛
草
庵
譲
渡
の
一
札

　
　
　

縦
三
一
・
七
糎
、
横
四
六
・
五
糎
。

　

良
大
が
南
無
庵
を
退
去
す
る
に
あ
た
っ
て
木
村
正
幹
に
譲
渡
す
る

文
書
。
良
大
は
、
慶
応
四
年
末
か
ら
明
治
八
年
一
〇
月
二
八
日
ま
で

在
庵
す
る
が
、
花
供
養
の
主
催
を
確
認
で
き
る
の
は
、
明
治
二
、三

年
の
み
で
あ
る
。
こ
の
間
、
良
大
が
、
芭
蕉
堂
主
で
あ
り
、
師
で
あ

る
河
村
公
成
の
佐
幕
派
浪
士
に
よ
っ
て
兇
刃
に
歿
し
た
こ
と
を
受
け
、

第
一
章　

双
林
寺
境
内
芭
蕉
堂
関
係
資
料　

影
印�

翻
刻
と
解
題
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そ
の
仇
討
ち
を
果
た
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（『
芭
蕉
堂
七

世　

内
海
良
大
』）。
な
お
、
良
大
は
明
治
二
五
年
九
月
一
四
日
卒
。

　

正
幹
は
、
長
州
萩
藩
士
。
俳
諧
を
能
く
し
、
素
石
と
号
し
た
。
天

保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
生
、
明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
一
月

二
一
日
卒
、
享
年
六
一
。
の
ち
に
三
井
物
産
副
社
長
。

参
考
文
献

一　

谷
峯
蔵
著
『
芭
蕉
堂
七
世　

内
海
良
大
』（
昭
和
五
二
〈
一
九
七
七
〉

年
四
月
、
千
人
社
刊
）

一　

竹
内
千
代
子
編
・
校
訂
「
芭
蕉
堂
門
人
録
─
影
印
と
翻
刻
─
」

（
二
〇
一
八
年
三
月
、
私
家
版
）

翻
刻
凡
例

一　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

一　

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
原
本
の
表
記
に
従
う
が
、
次
の
よ
う
に
統
一

す
る
。

　
　
　

平
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　
　

ゝ
・
ゞ

　
　
　

片
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　
　

ヽ
・
ヾ

　
　
　

一
字
の
繰
返
し　
　
　
　
　
　

々

　
　
　

二
字
以
上
の
繰
返
し　
　
　
　

〳
〵
・
〴
〵

一　

濁
点
・
句
読
点
を
適
宜
私
に
付
す
。

一　

改
行
は
、
原
則
と
し
て
原
本
に
従
う
。

参
考
　
安
永
九
年
八
月
刊
『
都
名
所
図
会
』　

金
玉
山
双
林
寺

本堂の南側に閑阿弥、西行庵の隣に文阿弥、その東側に林阿弥と西阿弥がある。

北 東
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⑴
の
1　

天
明
三
年
十
月
付　

林
阿
弥
妙
長
他
四
名
連
署　

闌
更
宛
一
札

　
　
　

一
札

一　

此
度
、
当
寺
境
内
西
行
庵
西
之
地
面
ニ
草
庵

　
　

御
建
被
成
度
趣
ニ
付
、
別
紙
絵
図
之
通
、
南
北
は
高
台
寺

　
　

地
堺
墻
涯
、
東
西
は
五
間
四
尺
并
、
三
間
三
尺
南
之

　
　

方
ニ
引
込
、
二
間
五
尺
別
ニ
西
之
方
ニ
続
出
地
。
此
所
に
て
は

　
　

東
西
都
合
八
間
三
尺
、
南
は
都
テ
高
台
寺
地
境
を
涯

　
　

委
敷
は
如
絵
図
ニ
御
座
候
。
右
之
地
面
御
望
ニ
付
相
譲

　
　

申
候
処
、
相
違
無
之
候
。
依
テ
、
開
山
為
香
花
料
、
銀
子

　
　

四
百
五
拾
匁
御
寄
付
被
成
、
慥
ニ
致
寺
納
候
。
且
又
、

　
　

右
地
面
為
年
貢
、
半
季
ニ
金
子
二
百
疋
づ
ゝ
御
納

　
　

可
被
成
旨
、
致
承
知
候
。
此
外
諸
掛
り
も
の
一
切
相
掛
ケ

　
　

申
間
敷
候
。
然
ル
上
は
、
右
之
地
面
永
々
庵
室

　
　

御
建
置
可
被
成
候
。
且
又
、
当
双
林
寺
義
は
一
本
寺
ニ

　
　

有
之
候
間
、
外
よ
り
差
障
申
出
候
も
の
無
之
候
。
若
已
来

　
　

彼
是
申
出
候
も
の
有
之
候
は
ゞ
、
此
印
形
之
面
々
よ
り

　
　

罷
出
、
言
明
〆
可
申
候
。
為
念
仍
テ
如
件
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

双
林
寺
塔
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
阿
弥　

妙
長　

印

　
　

天
明
三
癸
卯
年
十
月　
　

閑
阿
弥　

時
芳　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
阿
弥　

明
亮　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
阿
弥　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
時
無
住
ニ
付
印
形
無
之
候

　
　
　
　
　

四
夢
庵

　
　
　
　
　
　
　

闌
更
殿
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⑴
の
2
（
続
き
）

高
台
寺
境
垣

南

高
台
寺
境
カ
キ

西
家

道

畑
地

明
地

カ
キ

北

門

閑
阿
弥

墓
所

竹
ガ
キ

門
守
部
ヤ

東

西
行
庵

五
間
四
尺

三
間
三
尺

二
間
五
尺

タ
カ
ベ
イ
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⑵　

天
明
七
年
五
月
付

　
　
　

西
阿
弥
・
林
阿
弥
連
署　

闌
更
宛
南
無
庵
接
待
所
一
札

南
無
庵
接
待
所

此
間
四
尺
南
北

此
東
西
二
間

此
間
一
間
東
西

此
南
北
三
間
半

　
　

右
之
通
先
達
テ
絵
図
の
外
、
地
面
此
度
新
譲
申
処

　
　

相
違
無
御
座
候
。
尤
、
年
貢
之
義
ハ
、
聊
之
事
候
間
、
無

　
　

年
貢
之
相
対
ニ
仕
候
。
仍
、
永
々
不
可
有
相
違
候
也
。

　
　
　

但
、
右
為
開
山
ヘ
香
華
料
金
一
両
二
朱
仕
寺
納
可
被
下
候
。
以
上

　
　
　
　

天
明
七
年
丁
未
五
月　
　
　

双
林
寺　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
者　

西
阿
弥　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
臈　

林
阿
弥　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

闌
更
殿



16

参
考　

天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
九
月
刊
『
拾
遺
都
名
所
図
会
』
巻
二
（
部
分
）

　
　

双
林
寺　

南
無
庵　

芭
蕉
堂

　

南
無
庵
は
、
東
向
き
上
り
坂
の
北
向
き
に
小
さ
な
門
が
あ
り
、
実
際
は

こ
の
門
を
入
っ
て
、
東
側
階
段
を
上
が
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
画
図
で
は

南
無
庵
の
西
側
に
階
段
が
あ
る
。
芭
蕉
堂
は
奥
に
あ
る
。
闌
更
が
最
初
に

設
け
た
の
は
、
芭
蕉
堂
、
南
無
庵
と
草
庵
の
三
つ
の
建
物
で
あ
っ
た
と
推

察
で
き
る
。

参
考　

文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
刊
『
再
撰
花
洛
名
勝
図
会
』（
部
分
）

　
　

は
せ
を
堂

　

南
無
庵
は
、
東
向
き
上
り
坂
の
北
向
き
に
土
塀
ら
し
き
門
が
あ
り
、
西

側
に
は
生
垣
が
あ
る
。
芭
蕉
堂
は
奥
に
あ
る
。
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⑶　

明
治
六
年
五
月
並
び
に
十
月
付　

内
海
良
大　

戸
・
区
長
宛
住
居
届

右
前
書
之
通
、
代
々
建
家
以
自
作
双
林
寺
境
内
ニ
住
居

罷
在
候
所
、
今
般
右
寺
中
之
内
、
上
地
被
仰
付
候
ニ
付
テ
ハ

下
京
第
廿
二
区
鷲
尾
町
エ
付
属
仕
候
。
尤
建
家
之
儀
ハ

自
宅
ニ
相
違
無
御
座
候
ニ
付
、
所
持
仕
候
。
以
上

　
　

明
治
六
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

字　

芭
蕉
堂
七
代
主

　
　
　
　
　

五
月　
　
　
　
　
　
　
　

持
主　
　

内
海
良
大　

印

　
　
　
　
　
　
　
　

下
京
第
廿
二
区
鷲
尾
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

青
柳　

伊
助　

印

右
之
通
、
相
違
無
御
座
候
。

依
テ
奥
印
仕
候
。
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

区
長

　

明
治
六
年　
　
　
　
　
　
　
　

西
村
佐
兵
衛　

印

　
　
　
　

十
月

�
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⑷　

明
治
八
年
十
月
廿
八
日
付　

　
　
　

内
海
良
大　

木
村
正
幹
宛
草
庵
譲
渡
の
一
札

右
草
堂
沽
券
我
等
等
所
持
罷
在

候
所
、
今
般
退
庵
ニ
付
、
御
譲
渡

候
儀
、
相
違
無
之
。
依
テ
後
日
為

確
証
書
入
如
件
候
也
。

　
　

明
治
八
年
十
月
廿
八
日　

内
海
良
大

　
　
　
　

木
村
正
幹
殿

　
　
　
　
　
　
　

下
京
第
二
十
二
区
鷲
尾
町

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
長　

平
井
永
吉　

印
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解　

題

　

天
明
六
年
刊
『
花
供
養
』
は
、
京
都
東
山
芭
蕉
堂
の
初
世
堂
主
で
あ
る

闌
更
の
主
催
で
あ
る
。
半
紙
本
一
冊
。
墨
付
一
四
丁
。
舞
鶴
市
郷
土
資
料

館
糸
井
文
庫
蔵
。
請
求
番
号
、
十
四
・
ハ
・
22
。
天
明
六
（
一
七
八
六
）

年
の
初
刊
か
ら
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
ま
で
の
現
存
す
る
書
冊
は
全

五
四
巻
で
あ
る
が
、
本
稿
は
最
初
の
刊
行
本
で
あ
る
。
な
お
、
同
資
料
を

含
む
『
花
供
養
』
は
、
本
文
の
画
像
と
翻
刻
と
をW
EB

公
開
し
て
い
る
。

　
『
花
供
養
』
は
、
年
刊
の
俳
諧
追
善
集
で
あ
る
。
途
中
で
休
刊
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
天
明
六
年
か
ら
明
治
三
年
ま
で
の
凡
そ
九
〇
年
の
長
き

に
亘
る
。
こ
の
間
、
投
句
数
は
次
第
に
増
加
し
、
地
域
は
凡
そ
全
国
に
及

ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
は
、
近
世
後
期
の
京
都
俳
壇
に
限
ら
ず
、

全
国
の
俳
諧
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
第
一
次
の
基
礎
資
料
で
あ
る
と
い

え
る
。
全
冊
の
画
像
と
翻
刻
の
完
成
を
目
指
し
て
、
順
次
翻
刻
と
画
像
の

公
開
を
継
続
中
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
そ
の
成
果
の
一
端
を
示
す
。

　

闌
更
と
そ
の
門
人
を
『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
か
ら
引
用
す
る
。
な
お
、
通

し
番
号
を
私
に
付
し
た
。
ま
た
、〔　

〕
は
後
の
堂
主
ら
に
よ
る
補
筆
、

訂
正
を
示
す
。

1　
一
世　

闌
更　
　

在
庵　

自
天
明
三
年　

至
寛
政
十
年　
　

十
二
ケ
年

　

高
桑
氏
、
通
称
を
長
次
郎
と
呼
び
、
名
を
忠
保
と
云
ふ
。
二
夜
庵
、
半

化
房
、
桃
亭
は
、
そ
の
別
号
な
り
。
加
賀
金
沢
の
人
。
医
を
業
と
し
、
俳

諧
を
希
因
に
学
ぶ
。
後
年
京
に
出
で
、
天
明
三
年
、
東
山
に
芭
蕉
堂
を
建

て
、
南
無
庵
を
結
び
て
俳
師
と
な
り
、
寛
政
五
年
、
花
の
本
の
允
許
を
蒙

り
、
寛
政
十
年
五
月
三
日
歿
す
。
年
七
十
三
。
高
台
寺
に
葬
る
。

　

一
世
門
人

2　
蒼
虬　
　

成
田
久
左
ヱ
門
。
加
賀
金
沢
藩
士
。
当
庵
二
世
継
襲
。〔
年

八
十
三　

天
保
十
三
年
三
月
十
三
日
歿
〕

3　
梅
價　
　

北
〔
喜
多
〕
川
萬
造
〔
象
〕。
名
ハ
公
香
、
字
ハ
子
国
。
京

ノ
人
。
万
象
居
、
枯
魚
堂
ト
号
ス
。
天
保
十
四
年
三
月
三
日
歿
ス
。

〔
年
七
十
〕

4　
一
杪　
　

浅
野
屋
長
太
郎
。
加
賀
ノ
人
。
後
年
、
馬
来
ノ
門
ニ
入
ル
。

冬
葉
庵
ノ
号
ア
リ
。

5　
文
角　
　

太
田
平
右
衛
門
。
可
中
庵
ト
号
ス
〔
樹
々
ト
モ
号
ス
〕。
筑

後
〔
久
留
米
〕
ノ
人
。

6　
松
菊　
　

池
村
氏
、
加
賀
〔
金
沢
〕
ノ
人
。
圃
辛
亭
ト
号
ス
。

7　
篤
老　
　

飯
田
完
蔵
、
名
ハ
利
矩
、
芸
州
広
島
藩
士
。
大
坂
ニ
住
シ
、

医
ヲ
業
ト
ス
。
南
惠
園
ノ
号
ア
リ
。
文
政
九
年
四
月
二
十
三
日
歿
ス
。

〔
年
四
十
九
〕

第
二
章　

初
世
高
桑
闌
更
主
催
の
天
明
六
年
『
花
供
養
』　

影
印�

翻
刻
と
解
題
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8　
何
丸　
　

小
沢
治
郎
右
ヱ
門
。
信
州
ノ
人
。〔
毛
呂
一
元
ト
称
シ
〕
医

ヲ
業
ト
ス
。
月
院
社
ノ
号
ア
リ
。
後
、
江
戸
ニ
出
デ　

天
保
八
年
十

月
二
十
七
日
歿
ス
。〔
年
七
十
七
〕

9　
可
都
里　

五
味
宗
蔵
。
甲
斐
ノ
人
。
雪
亭
、
鶏
鳴
館
ト
号
ス
。
晩
年
、

明
を
失
ひ
、
文
化
十
四
年
九
月
十
五
日
歿
ス
。〔
年
七
十
五
〕

10　
梅
室　
　

桜
井
治
郎
作
。
名
は
宜
弘
。
方
円
居
、
遅
速
庵
、
余
花
園
、

寒
松
庵
等
ノ
号
ア
リ
。
後
、
花
ノ
本
ト
ナ
リ
、
嘉
永
五
年
十
月
一
日

歿
す
。〔
年
八
十
四
〕

11　
馬
来　
　

上
田
氏
。
加
賀
金
沢
ノ
人
。
槐
庵
ト
号
シ
、
始
、
希
因
ノ

門
ニ
学
ブ
。
寛
政
四
年
七
月
十
二
日
歿
ス
。〔
年
五
十
四
〕

12　
嵐
外　
　

辻
五
七
〔
政
輔
〕。
越
前
敦
賀
ノ
人
。
椰
の
屋
、
六
庵
、
北

亭
ト
号
シ
、
南
無
庵
ノ
号
ヲ
継
グ
。
後
、
甲
斐
ニ
住
シ
、
天
保
〔
弘

化
〕
二
年
三
月
〔
二
十
六
日
〕
歿
ス
。〔
年
七
十
五
〕

13　
可
枝　
　

豊
田
屋
九
郎
兵
衛
。
加
賀
ノ
人
。
米
商
。
一
渓
堂
ト
号
ス
。

始
メ
希
因
ノ
門
ニ
学
ブ
。〔
後
、
闌
更
門
ニ
入
ル
〕

14　
既
白　
　

雲
来
〔
無
外
〕
庵
〔
雲
水
房
〕
ト
号
ス
。
加
賀
ノ
人
。
始

メ
希
因
ノ
門
ニ
学
ブ
。
釈
氏
。〔
後
、
闌
更
門
ト
ナ
ル
。
や
ぶ
れ
笠
、

千
代
尼
句
集
ノ
著
ア
リ
〕

15　
珈
涼
女　

藤
田
氏
。
藤
蔵
ノ
妻
。
草
婦
人
ト
号
ス
。
始
メ
希
因
ニ
学

ビ
、
晩
年
、
千
代
女
ニ
教
ヘ
ヲ
受
ク
。

16　
鷺
白　
　

黒
岩
忠
右
ヱ
門
。
上
州
草
津
ノ
人
。
雲
嶺
庵
と
号
ス
。
文

化
七
年
八
月
二
十
七
日
歿
ス
。〔
年
七
十
九
〕

17　
車
蓋　
　

よ
ろ
づ
屋
ト
称
シ
、
京
ノ
商
家
ナ
リ
。
亭
々
坊
ト
号
ス
。

寛
政
七
年
二
月
二
十
八
日
歿
ス
。

18　
菱
湖　
　

上
村
氏
。
菱
屋
小
兵
衛
。
京
ノ
人
。

19　
貞
松　
　

遠
藤
氏
。
奥
州
弘
前
ノ
人
。
二
夜
庵
二
世
ト
ナ
ル
。
後
、

江
戸
ニ
出
デ
、
寛
政
十
年
十
一
月
十
二
日
、
郷
里
ニ
歿
ス
。〔
年

四
十
〕　

20　
象
麿　
　

天
真
居
ト
号
ス
。

21　
廉
古　
　

浅
野
伊
左
ヱ
門
。
加
賀
金
沢
ノ
人
。
園
亭
ト
号
ス
。
文
政

二
年
五
月
四
日
歿
ス
。
年
六
十
六
。

22　
挙
遠　
　

才
田
屋
四
郎
兵
衛
。
加
賀
ノ
人
。

23　
久
喜
丸　

24　
関
叟　
　

号
、
九
々
庵
。
薩
摩
ノ
僧
。
京
ニ
住
シ
、
後
、
暁
台
ニ
学
ブ
。

25　
布
雪　
　

号
、
桑
老
父
。

26　
眉
山　
　

大
坂
屋
七
右
ヱ
門
。
加
賀
山
中
〔
金
沢
〕
ノ
人
。
鳥
翠
台

二
世
ト
ナ
リ
、
北
枝
堂
ト
号
ス
。
文
化
十
〔
四
〕
年
四
月
十
五
日
歿
ス
。

27　
雲
蝶　
　

号
、
幾
暁
庵
。
宝
暦
六
年
四
月
歿
ス
。

28　
玞
木　
　

森
岡
又
四
郎
。
獅
子
窟
、
三
木
ノ
号
ア
リ
。
寛
政
十
一
年

十
二
月
歿
ス
。

29　
白
黛　
　

京
ノ
人
。
文
化
年
中
歿
ス
。

30　
龍
美　
　

31　
其
成　
　

菊
屋
太
兵
衛
。
京
ノ
書
肆
ナ
リ
。
又
、
蕪
村
ニ
モ
学
ビ
、

後
、
几
董
ニ
学
ブ
。

32　
土
卵　
　

富
氏
。
名
ハ
敦
〔
数
〕
吉
。
左
近
将
監
従
五
位
下
ニ
叙
シ
、

禁
裏
ニ
奉
仕
ス
。
狼
狽
窟
ノ
号
ア
リ
。〔
俳
文
ヲ
能
ク
ス
〕。
文
政
二

年
九
月
〔
十
〕
七
日
歿
ス
。〔
年
五
十
一
〕

33　
斗
流

34　
嵐
月

35　
芦
涯　
　

大
杏
屋
氏
。〔
京
都
ノ
人
〕
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36　
得
終
尼

37　
百
嘯

38　
闌
居　
　

釈
氏
。
法
通
。
肥
後
八
代
、
正
教
寺
九
世
住
職
。
露
葵
庵
、

支
明
ト
号
ス
。

39　
五
芳　
　

石
田
氏
。
播
磨
ノ
人
。
下
総
銚
子
ニ
住
ス
。
有
無
庵
蘿
堂

ノ
号
ア
リ
。
文
政
六
年
六
月　

日

（
マ
マ
）

歿
ス
。

40　
乙
鶴　
　

西
川
喜
左
ヱ
門
道
宜
。
近
江
ノ
人
。
蓮
水
庵
ト
号
ス
。
後
、

蒼
虬
ニ
学
ビ
、
天
保
二
年
四
月
十
日
歿
ス
。〔
年
六
十
四
〕

41　
護
物　
　

谷
川
氏
。
伊
勢
ノ
人
。
江
戸
に
住
ス
。
田
喜
庵
、
東
寅
居
、

鶴
飛
ノ
号
ア
リ
。
後
、
道
彦
ニ
学
ビ
、
弘
化
元
年
七
月
二
十
八
日
歿

ス
。〔
年
七
十
三
〕

42　
虚
白　
　

釈
氏
。
名
、
恵
喬
。
京
東
福
寺
ノ
住
僧
。
涼
蔭
園
松
堂

〔
偎
芉
庵
〕
ト
号
ス
。
近
江
土
山
ノ
人
。
弘
化
四
年
十
月
晦
日
歿
ス
。

〔
年
七
十
五
〕

43　
廬
峰　
　

逸
庵
ト
号
ス
。
加
賀
ノ
人
。

44　
黄
花　
　

加
賀
ノ
人
。
五
松
下
ト
号
ス
。

45　
素
翫　
　

三
木
氏
。
若
狭
ノ
人
。〔
文
化
年
中
〕��

�

46　
元
朝　
　

奈
良
井
氏
。
松
江
ノ
藩
士
。
八
雲
庵
、
元
日
ト
号
ス
。

47　
〔
梅
仙　

浮
月
楼
ト
号
ス
。
栗
太
郡
栗
山
村
字
辻
村
ノ
人
。
寛
政
元
年

七
月
二
十
二
日
歿
。
年
五
十
五
。
妻
り
き
、
句
ニ
親
シ
ミ
シ
ナ
リ
〕

　

右
が
『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
中
の
闌
更
門
の
記
載
で
あ
る
が
、
闌
更
主
催

の
『
花
供
養
』
に
出
句
し
て
い
る
主
要
俳
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
31
其
成

は
、
書
肆
の
菊
舎
太
兵
衛
で
あ
り
、『
花
供
養
』
の
出
版
（
天
明
六
年
か

ら
寛
政
七
年
迄
）
を
担
当
し
て
い
る
。
35
芦
涯
も
書
肆
勝
田
喜
右
衛
門
で

あ
り
、『
花
供
養
』
の
出
版
（
二
世
蒼
虬
主
催
の
寛
政
一
一
年
か
ら
文
化

二
年
迄
）
を
担
当
し
て
い
る
。
俳
諧
と
出
版
の
強
い
結
び
付
き
が
知
ら
れ

る
。
ま
た
、
各
地
域
の
俳
壇
を
担
う
7
篤
老
（
広
島
）、
8
何
丸
（
江
戸
）、

9
可
都
里
（
甲
斐
）、
14
既
白
（
加
賀
）、
16
鷺
白
（
草
津
）、
19
貞
松

（
奥
州
）、
28
玞
木
（
能
登
）、
38
闌
居
（
肥
後
）、
41
護
物
（
江
戸
）
ら
も

注
目
さ
れ
る
。
因
み
に
、
32
土
卵
は
「
左
近
将
監
従
五
位
下
」
で
あ
り
、

市
井
の
俳
諧
師
の
門
人
と
し
て
は
特
記
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
36
得
終
尼

は
、
闌
更
の
妻
で
あ
る
。

　

次
に
、
花
供
養
会
に
出
席
し
て
い
る
人
々
を
一
覧
す
る
。
○
が
、
参
会

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
花
供
養
会
は
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
＊
は
、『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
に
登
載
さ
れ
て
い
る
門
人
で
あ
る
が
、

半
数
に
満
た
な
い
。
こ
れ
は
、『
花
供
養
』
が
門
人
で
あ
る
か
ど
う
か
に

拘
ら
な
い
自
在
な
性
格
を
も
っ
た
撰
集
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
同
時
に
こ

の
こ
と
が
、
門
人
で
は
な
い
多
く
の
人
々
を
惹
き
付
け
た
要
因
の
一
つ
で

あ
る
と
も
言
え
る
。
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資料 1　花供養会出席一覧
＊は『芭蕉堂門人録』に登載されている者
○は花供養会出席　　　　　　　　　　　
天明 7年については出席者が確定できないので除く

俳名（書肆名） 地域 天明
6
寛政
1 同 2 同 3 同 4 同 5 同 6 同 7 同 8 同 9 同10

＊闌更 京 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊其成（菊舎太兵衛） 京 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

＊芦涯（勝田喜右衛門） 京 　 ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　百池 京 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　月峰 京 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　古塘 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

＊白黛 京 　 　 　 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○

＊土卵 京 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○

＊斗流 南山城 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　

　桃睡 越後 　 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 　 　 　

　魯長 南山城 　 　 ○ 　 　 ○ ○ ○ 　 　 ○

　杜桂 京　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○ 　 　

　志諺 京 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ 　 ○

　驢丹 近江大津 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○

＊車蓋 京　 ○ 　 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　

　南栄 　 ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　 ○ ○

＊得終 京 　 　 　 ○ ○ 　 　 ○ 　 　 ○

　一峰 越中富山 　 　 　 ○ 　 ○ ○ ○ 　 　 　

　俚尤 京　 　 　 　 　 　 ○ 　 ○ ○ ○ 　

　木貞 京　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ 　

　都雀 京　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○ 　

　応美 京　 　 　 　 　 　 　 　 ○ ○ ○ ○
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翻
刻
凡
例

　

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
方
針
に
従
う
。

⑴　

丁
移
り
は
、
丁
の
最
後
に
、
柱
刻
に
よ
っ
て
漢
数
字
で
示
し
、
丁
の

表
は
「
オ
」
裏
は
「
ウ
」
で
略
記
す
る
。
柱
刻
が
無
い
時
は
、「
見
返

し
」「
序
」「
跋
」
な
ど
と
適
宜
補
う
。

⑵　

本
文
の
改
行
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
と
お
り
と
す
る
。

⑶　

連
句
に
お
け
る
短
句
は
、
一
字
下
げ
と
す
る
。

⑷　

漢
字
の
字
体
は
、
概
ね
常
用
漢
字
体
に
統
一
す
る
。

⑸　

濁
点
・
半
濁
点
は
私
に
附
し
、
原
文
に
あ
る
も
の
は
「（
濁
マ
マ
）」

と
す
る
。

　
　

な
お
、
濁
音
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
場
合
の
踊
り
字
は
、
左
の
よ
う
に

統
一
す
る
。

　
　
　

親
こ
ゝ
ろ
→
親
ご
ゝ
ろ　
　

⑹　

墨
で
書
き
入
れ
た
ル
ビ
は
振
ら
な
い
。

⑺　

踊
り
字
に
つ
い
て
は
、
原
文
の
表
記
に
従
い
、
次
の
よ
う
に
統
一
す
る
。

　
　
　

漢
字
一
字　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

々

　
　
　

ひ
ら
が
な
一
字
・
同
濁
点　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ
・
ゞ

　
　
　

カ
タ
カ
ナ
一
字
・
同
濁
点　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ
・
ヾ

　
　
　

二
字
以
上
の
繰
り
返
し
・
同
濁
点　
　
　
　
　

〳
〵
・
〴
〵

参
考
文
献

一　

京
都
俳
諧
研
究
会
著
「『
花
供
養
』
書
誌
」（
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
紀
要
「
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
」
10
号
、
二
〇
一
〇

年
三
月
刊
）

一　

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
催
、
二
〇
一
〇
年

一
一
月
一
日
、
展
示
図
録
「
花
供
養
と
京
都
の
芭
蕉
」、W

EB

公
開
中

一　

京
都
俳
諧
研
究
会
著
「
花
供
養
と
京
都
の
芭
蕉
」（
立
命
館
大
学

ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
紀
要
「
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
」
11
号
、

二
〇
一
一
年
三
月
刊
）

一　

竹
内
千
代
子
編
・
校
訂
「
芭
蕉
堂
門
人
録
─
影
印
と
翻
刻
─
」

（
二
〇
一
八
年
三
月
、
私
家
版
）

一　

京
都
俳
諧
研
究
会
編
・
翻
刻
「『
花
供
養
』
翻
刻
集
成
」（
継
続
中
）、

W
EB

公
開
中
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花
供
養

�

（
表
紙
）



25

�

（
表
紙
見
返
し
）

丙
午
花
供
養

　

蕉
翁
桜
木
の
尊
像
に

　

花
を
奉
る
こ
と
、
年
毎
の
日
に

　

な
ん
め
ぐ
り
来
に
け
れ
ば
、

　

お
の
〳
〵
草
堂
に
つ
ど
ひ
て

し
づ
か
さ
や
真
く
づ
が
原
も
花
供
養　
　
　
　
　

闌
更

　

春
日
照
り
添
ふ
像
の
衣
手　
　
　
　
　
　
　
　

渭
川

蜂
の
巣
に
袋
き
せ
置
掃
除
し
て　
　
　
　
　
　
　

有
庸

�

（
初
オ
）
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口
の
き
た
な
き
男
ど
も
な
り　
　
　
　
　
　
　

葵

舟
の
興
竹
の
筒
よ
り
酢
の
出
る　
　
　
　
　
　
　

車
蓋

　

黒
瑚
珠
と
い
ふ
も
の
を
送
り
ぬ　
　
　
　
　
　

南
栄

月
の
も
と
机
も
紙
も
露
に
そ
み　
　
　
　
　
　
　

白
岱

　

父
母
と
な
く
虫
の
居
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

其
成

　
　
　
　
　

余
略

�

（
初
ウ
）

酒
飲
ば
下
主
に
な
か
よ
く
花
の
山　
　
　
　
　
　

渭
川

花
の
雲
都
の
不
二
も
詠
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　

南
栄

花
ち
る
や
雀
の
狂
ふ
昼
下
り　
　
　
　
　
　
　
　

蛙
面

花
咲
て
山
口
し
る
き
家
居
哉　
　
　
　
　
　
　
　

平
呑

幕
取
に
走
る
野
中
の
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

角
蜂

山
挽
の
木
地
に
咲
也
奥
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

東
雨

花
の
ち
る
日
比
は
う
か
れ
心
か
な　
　
　
　
　
　

其
成

�

（
一
オ
）
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其
中
に
浅
黄
桜
の
栄
耀
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

葵

此
上
は
散
る
風
に
来
ん
さ
く
ら
花　
　
　
　
　
　

喜
竹

絶
て
な
く
ば
と
は
い
ふ
も
の
ゝ
桜
か
な　
　
　
　

杷
柳

し
ら
ぬ
道
問
は
で
行
け
り
山
桜　
　
　
　
　
　
　

夫
木

杣
が
子
を
道
の
案
内
や
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　

一
木

花
咲
や
何
思
ひ
け
る
僧
一
人　
　
　
　
　
　
　
　

仙
牛

夕
桜
花
に
酒
ふ
く
お
の
こ
あ
り　
　
　
　
　
　
　

言
道

　
　
　

ヽ

瀧
の
花
な
ら
び
て
う
つ
る
日
影
哉　
　
　
　
　
　

長
広

�

（
一
ウ
）

酒
提
て
と
へ
ば
留
主
也
花
の
宿　
　
　
　
　
　
　

志
諺

桜
戸
や
半
分
明
て
児
の
顔�

女

紫
蘭

お
も
し
ろ
や
あ
き
樽
よ
せ
て
夕
桜�

尼

得
終

咲
や
花
入
日
照
添
ふ
顔
の
色　
　
　
　
　
　
　
　

女
桃

桜
狩
命
こ
ぼ
し
つ
酒
二
合　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
峰

　
　
　

ヽ

迷
ひ
て
ぞ
世
は
面
白
き
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　

定
雅

む
し
ろ
着
た
小
町
に
花
の
散
る
日
哉　
　
　
　
　

在
貫

惜
し
や
桜
い
と
ま
申
せ
の
鐘
の
声　
　
　
　
　
　

百
栄

�

（
二
オ
）
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曇
な
き
空
は
錦
の
花
見
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

呑
鳥

筏
士
の
宿
さ
が
し
け
り
花
の
奥�

女

み
ほ

遠
近
や
花
を
隔
つ
る
曲
り
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

甫
尺

　
　
　

ヽ

散
花
や
切
飯
分
る
天
窓
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

車
蓋

般
若
読
口
へ
ち
り
込
さ
く
ら
哉　
　
　
　
　
　
　
　

有
庸

花
の
里
花
も
た
ぬ
子
も
な
か
り
け
り　
　
　
　
　
　

羅
外

散
か
ゝ
る
桜
に
む
か
ふ
童
部
哉　
　
　
　
　
　
　
　

文
堂

花
守
や
衣
を
洗
ふ
苔
の
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路
春

�

（
二
ウ
）

初
桜
遥
に
寒
し
猿
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眠
江

片
心
花
に
通
ふ
や
風
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
陸

花
ち
る
や
松
の
梢
を
吹
送
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
黛

　
　
　

ヽ

謟
は
ぬ
色
ぞ
自
然
の
山
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
子

ち
る
桜
有
や
う
れ
し
き
嵐
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

巴
凌

代
を
潜
む
児
麗
し
や
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
月

　
　
　

ヽ

心
な
や
桜
に
か
け
し
牛
の
沓　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
春

�

　
（
三
オ
）
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毛
氈
も
莚
も
花
の
座
敷
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鄙
雀

掛
茶
屋
が
訛
も
侘
し
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　

如
此

花
の
庭
踏
あ
ら
し
け
り
上
童　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
峰

老
人
の
本
性
見
た
り
花
の
下�

ナ
ニ
ハ

芽
木

桜
ち
る
山
静
な
る
詠
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兎
石

　
　
　

ヽ

小
原
女
の
し
ら
ぬ
哀
や
日
枝
の
花　
　
　
　
　
　
　

南
路

長
生
を
人
の
う
ら
や
む
花
見
哉　
　
　
　
　
　
　
　

南
我

花
の
中
に
哀
を
つ
く
す
鞁
弓
哉　
　
　
　
　
　
　
　

百
明

�

（
三
ウ
）

人
の
気
の
皆
む
つ
ま
じ
き
花
見
哉　
　
　
　
　
　
　

暁
山

散
る
花
や
鏡
の
池
の
見
え
ぬ
程　

�

女

ち
よ

　
　
　

ヽ

か
ゝ
る
日
を
ま
こ
と
心
や
雨
の
花　
　
　
　
　
　
　

重
厚

械
投
る
音
も
は
る
か
に
山
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
渓

幕
打
て
人
の
巣
に
な
る
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゝ
し

道
芝
に
誰
筆
や
そ
も
花
曇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
筇

花
の
陰
見
ぬ
世
の
花
ぞ
慕
し
き　
　
　
　
　
　
　
　

花
街

�

　
（
四
オ
）



30

　
　
　

ヽ

常
に
さ
へ
遊
ぶ
に
花
の
東
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
推

鐘
楼
守
酔
せ
て
い
な
ん
花
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　
　

都
雀

人
は
い
さ
花
に
幾
代
の
幕
の
ゆ
れ�

在
京

杜
市

花
な
ら
ぬ
花
や
誠
の
花
見
女
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
磨

　
　
　

ヽ

酒
買
に
宇
治
へ
出
け
り
山
桜�

ダ
イ
ゴ

百
哺

子
を
つ
れ
た
人
は
ま
れ
也
初
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

踏
月

杣
一
人
花
に
暮
た
る
山
路
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕
烏

�

（
四
ウ
）

又
よ
そ
の
花
見
る
山
や
山
の
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼠
角

旅
人
も
宿
を
は
づ
れ
て
花
見
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

狐
来

　
　
　

ヽ

哀
さ
は
寝
に
去
ぬ
鳥
と
散
花
と�

八
ワ
タ

斗
流

我
は
迷
ふ
立
名
も
あ
り
花
の
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
律

手
折
ら
め
や
唯
末
の
花
も
匂
ふ
な
る　
　
　
　
　
　
　

南
化

初
花
や
そ
ゞ
ろ
に
寒
き
片
原
野　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
子

花
堤
て
行
子
に
道
を
除
に
け
り�

ク
ヅ
ハ

不
染

　
　
　

ヽ
�

　
（
五
オ
）
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魂
は
山
を
は
な
れ
て
さ
く
ら
か
な�

大
ツ

巨
州

明
が
た
や
雲
の
下
よ
り
初
ざ
く
ら�

小
谷　

湖
青

手
を
当
て
見
れ
ど
嵐
の
桜
か
な�

カ
イ
ヅ　

琴
桃

い
と
に
よ
る
芬
の
煙
り
桜
か
げ�

新
城　

泉
柳

ま
た
今
年
花
に
つ
れ
な
き
命
哉�

　ヽ

青
牛

　
　
　

ヽ

か
び
く
さ
き
味
噌
踏
里
や
花
の
道�

石
部　

良
交

人
声
の
桜
に
ふ
か
き
谷
間
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
洌

　
　
　

ヽ

�

（
五
ウ
）

散
花
に
う
か
〳
〵
暮
る
日
毎
か
な�

菩
提
寺　

鉄
翁

片
里
や
花
咲
中
に
衣
打�

平
松　

亜
渓

隈
は
た
ゞ
空
の
み
ど
り
や
花
の
山�

女　

し
う

　
　
　

ヽ

日
々
に
城
は
隠
れ
て
山
桜�

辻
村　

梅
仙

曙
や
蝶
よ
り
先
へ
花
の
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
水

桜
〳
〵
ま
た
日
く
ら
し
て
帰
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

柏
子

夕
栄
や
薮
を
見
越
し
て
村
の
花�

梅
木　

鴨
鳩

　
　
　

ヽ
�

（
六
オ
）
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桜
散
る
陰
に
小
者
の
鼾
哉�

カ
ヾ
ミ　

志
計

手
を
引
て
つ
れ
行
花
の
座
頭
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

成
山

長
刀
は
預
ケ
て
行
よ
山
ざ
く
ら�

ヒ
コ
ネ　

梅
支

谷
一
つ
越
て
外
山
の
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
志

咲
花
を
独
た
の
し
む
庵
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
笑

咲
満
て
煙
が
ご
と
し
山
ざ
く
ら�

仁
保　

思
声

　
　
　

ヽ

花
守
や
朝
な
夕
な
の
花
に
染
み�

水
口　

蜃
邦

膝
も
と
へ
散
花
染
る
硯
か
な�

　ヽ

蜃
州

�

（
六
ウ
）

　
　
　

ヽ

侍
の
は
か
ま
着
ぬ
日
や
山
ざ
く
ら�

　ヽ

如
江

折
入
し
水
に
花
咲
一
夜
か
な�

　ヽ

芦
角

岩
角
や
登
り
て
手
折
山
桜�

　ヽ

素
水

一
人
二
人
花
見
て
行
や
香
煎
湯�

　ヽ

翅
英

　
　
　

ヽ

栄
耀
に
は
な
り
よ
き
物
か
花
盛
リ�

蓮
車

散
花
に
う
か
〳
〵
過
て
行
身
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

梨
風

心
よ
や
花
に
日
毎
の
山
廻
り�

駒
井　

柏
由　

�

（
七
オ
）



33

菅
笠
は
麓
に
捨
て
桜
か
な�

毛
牧　

三
枝

川
一
つ
越
さ
れ
て
ゆ
か
し
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　

吾
友

椽
先
の
火
箱
か
り
け
り
初
桜�

八
マ
ン　

珎
松

　
　
　

ヽ

花
の
枝
に
長
刀
掛
る
奴
か
な�

白
子
連　

嶓
水

昼
ま
で
は
あ
だ
に
廻
り
て
初
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

澄
水

斧
の
柄
の
朽
る
ま
で
さ
け
山
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
人

山
桜
ち
ら
ぬ
ほ
ど
吹
あ
ら
し
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
曲

塩
竃
の
煙
は
惜
し
き
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
計

�

（
七
ウ
）

奥
山
や
あ
た
ら
桜
に
道
も
な
し�

女　

千
之

我
よ
く
や
あ
ま
た
所
の
花
思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

霰
打

　
　
　

ヽ

喰
合
ふ
て
花
な
ち
ら
し
そ
山
烏�

津
べ
タ　

梅
二

雨
空
や
翌
の
桜
に
眠
り
か
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
二

七
つ
八
つ
の
子
の
遠
乗
や
江
戸
の
花　
　
　
　
　
　
　

万
化

　
　
　

ヽ

花
の
比
関
の
戸
ひ
ら
く
仮
寝
哉�

一
身
田　

支
朗

山
里
や
げ
に
人
多
き
さ
く
ら
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

阜

�

（
八
オ
）

�
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ヽ

持
込
だ
き
の
ふ
の
酔
や
花
曇
リ�

野
田　

雨
降

持
か
け
し
女
ぢ
か
ら
や
山
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　

大
通

筏
士
の
影
に
迷
ふ
や
は
つ
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
郷

　
　
　

ヽ

色
に
香
に
心
を
初
る
花
見
か
な�

津　

文
波

詠
で
も
〳
〵
只
さ
く
ら
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
方

花
笠
を
着
つ
ゝ
馴
に
し
舞
子
共　
　
　
　
　
　
　
　
　

架
橋

諸
人
の
声
ち
る
花
の
あ
ら
し
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

楚
鴻

雨
雲
は
さ
ば
け
て
花
の
夕
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
帒

�

　
（
八
ウ
）

散
る
花
に
心
留
る
や
酒
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桂
岐

花
満
て
杣
も
諸
肌
ぬ
ぐ
日
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淇
園

酒
売
に
花
の
ち
り
込
音
羽
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路
鳥

　
　
　

ヽ

蝶
〳
〵
や
能
う
も
だ
ま
つ
て
花
の
中�

丹
波
梶
原　

洞
々

殻
樽
に
恋
し
き
峰
や
桜
狩�

ヒ
カ
ミ　

文
虎

　
　
　

ヽ

店
や
か
ら
し
る
人
名
乗
花
見
哉�

但
馬
イ
ク
ノ　

松
童

花
盛
り
人
の
あ
ら
し
や
渡
月
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
江　

�

　
（
九
オ
）
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弁
当
や
桜
流
る
ゝ
は
し
り
先�

千
原　

夜
卜

乞
食
の
卒
都
婆
に
よ
も
の
花
見
哉　
　
　
　
　
　
　
　

和
旦

　
　
　

ヽ

お
し
め
ど
も
〳
〵
風
の
桜
か
な�

ワ
カ
サ　

梅
五

神
も
出
て
在
か
し
ら
ず
花
曇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麦
太

日
南
に
も
生
れ
付
な
り
遅
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
泉

　
　
　

ヽ

風
の
花
心
届
く
か
た
も
ち
け
る�

志
州
鳥
羽　

東
渓

小
荷
駄
借
る
京
の
女
中
や
朝
の
花�

伊
勢
四
日
市　

馬
曹

�

（
九
ウ
）

　
　
　

ヽ

雨
の
花
葉
が
ち
に
成
て
日
の
暮
る�

備
笠
岡　

湖
嵐

散
や
花
花
や
此
身
を
い
か
に
せ
ん　
　
　
　
　
　
　
　

季
山

月
の
夜
や
花
を
出
て
行
人
の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
里

　
　
　

ヽ

此
山
は
此
一
も
と
で
花
見
哉�

房
州
磯
村　

倭
風

山
桜
遠
寺
の
鐘
の
響
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楚
流

花
飛
で
来
る
や
煎
売
の
膳
の
上　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
我

庭
に
有
花
か
ら
花
を
見
初
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
喜

�

　
（
一
〇
オ
）
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脱
か
け
る
袖
に
積
る
や
花
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
月

う
か
〳
〵
と
花
に
暮
た
る
独
り
哉　
　
　
　
　
　
　
　

倭
水

羽
二
重
の
肩
に
一
枝
桜
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英

　
　
　

ヽ

松
は
花
の
景
色
を
そ
へ
て
嵐
山�

加
賀　

馬
来

日
か
げ
〳
〵
花
ち
る
中
の
松
く
ろ
し　
　
　
　
　
　
　

祖
竹

是
は
誰
が
麦
の
畑
や
初
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

麦
風

　
　
　

ヽ

嵐
山
桜
ぞ
秋
の
草
木
よ
り�

浪
花　

二
柳

�

　
（
一
〇
ウ
）

ち
る
花
を
拾
ひ
あ
げ
つ
ゝ
又
一
盃　
　
　
　
　
　
　
　

山
父

散
る
花
の
庭
静
也
夕
づ
と
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麦
雅

石
二
つ
向
ふ
の
山
や
初
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
十

首
筋
や
花
見
な
れ
た
る
の
び
ち
ゞ
み　
　
　
　
　
　
　

江
涯

　
　
　

ヽ

狩
人
も
鳥
見
失
ふ
桜
か
な�

上
下
仁
田　

魚
渕

わ
ら
ひ
合
心
競
へ
よ
花
の
旅�

宮
崎　

柳
旨

花
の
不
二
神
の
都
は
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
　
　
　
　
　
　
　

朔
宇

幾
度
か
月
に
見
か
へ
る
花
戻
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
春

�

（
一
一
オ
）
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ヽ

桜
咲
や
ま
が
ね
堀
山
も
一
さ
か
り�

甲
州　

牧
父

山
越
え
て
咲
や
桜
の
朝
ぼ
ら
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

錦
河

光
さ
す
山
の
尾
崎
や
夕
ざ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
夢

暮
る
日
や
木
の
間
に
花
を
散
し
出　
　
　
　
　
　
　
　

作
良

嵐
し
て
峰
に
見
え
初
る
桜
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樗
冠

山
風
や
う
し
ろ
あ
ら
は
す
糸
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
洞

夕
栄
や
雫
す
る
か
と
桜
陰�

ツ
ル
ガ　

悦
渓

�

（
一
一
ウ
）

花
に
う
か
れ
花
に
静
け
き
翁
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
鼎

　
　
　

ヽ

花
の
う
へ
目
に
た
つ
塔
の
高
さ
哉�

丹
後
田
辺　

木
越

日
傘
さ
へ
お
も
た
き
花
の
ふ
ゞ
き
哉　
　
　
　
　
　
　

梅
里

　
　
　

ヽ

夜
あ
ら
し
の
岩
根
に
白
し
花
の
山�

洛　

社
牛

谷
川
に
箸
の
筏
や
さ
く
ら
時�

紫
桂
改　

芦
仙

　
　
　

ヽ

散
初
る
鐘
に
影
有
桜
か
な�

下
総　

尺
艾

�

　
（
一
二
オ
）
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順
礼
の
拝
む
座
敷
に
ち
る
桜�

高
砂　

布
舟

あ
は
れ
深
し
花
咲
る
木
の
主
か
な�

ト
ヤ
マ　

退
冥

水
も
寝
て
夜
は
音
あ
ら
じ
山
桜�

ヒ
ロ
シ
マ　

可
友

同
じ
く
は
花
守
の
宿
の
枕
か
な�

長
崎　

車
文

い
ざ
臥
て
花
の
夢
見
ん
岩
枕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
叟

　
　
　

ヽ

桜
狩
よ
き
寺
見
出
す
都
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

闌
更

�

（
一
二
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
三
条
通
御
幸
町
西
江
入
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕉
門
書
林　
　
　

菊
舎
太
兵
衛
梓

�

（
裏
表
紙
見
返
し
）�
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�

（
裏
表
紙
）
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解　

題

　

本
点
帖
は
、
闌
更
が
点
を
付
け
た
様
子
が
伺
え
る
資
料
で
あ
る
。
表
紙

に
「
寛
政
七
卯
五
月
中
旬
よ
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
闌
更
晩
年
の

七
〇
歳
の
こ
と
で
あ
る
（
寛
政
一
〇
年
五
月
三
日
卒
、
享
年
七
三
）。
二

条
家
よ
り
、
寛
政
二
年
に
二
条
家
俳
諧
宗
匠
、
寛
政
五
年
に
花
の
本
の
允

許
を
蒙
り
「
正
風
点
」
と
す
る
。
筆
記
者
の
「
松
蒼
」
に
つ
い
て
は
、

『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
に
記
載
が
な
い
。
本
書
の
所
蔵
者
は
、
夢
望
庵
文
庫

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
モ
ノ
ク

ロ
撮
影
）
を
用
い
た
。
マ
イ
ク
ロ
請
求
記
号
「318-17-3
」。
因
み
に
、

夢
望
庵
は
、
芭
蕉
堂
一
二
世
藍
水
の
門
人
で
あ
る
。

　

縦
二
二
・
八
糎
、
横
一
四
・
〇
糎
。
紙
縒
り
綴
じ
。
共
紙
表
紙
。
墨
付

二
七
丁
。
全
二
五
〇
句
、
大
半
が
秋
冬
句
、
春
夏
句
が
若
干
あ
り
四
季
混

交
。
評
点
は
闌
更
、
清
書
は
松
蒼
。
成
立
は
、
寛
政
七
年
五
月
中
旬
以
降
。

　

本
書
に
お
け
る
点
は
、
墨
に
よ
る
長
点
と
○
点
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
評
語
を
加
え
る
。

　

ま
ず
、
長
点
と
○
点
で
あ
る
が
、
次
の
四
通
り
が
あ
る
。

　

Ａ　

　

長
点
一
本　
　
　
　
　
　
　

98
句

　

Ｂ　

　

長
点
一
本
と
○
点
一
個　
　

73
句

　

Ｃ　

　

長
点
二
本
と
○
点
一
個　
　

36
句

　

Ｄ　

　

長
点
一
本
と
○
点
二
個　
　

8
句

　

点
の
な
い
も
の
は
、
35
句
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
評
語
、
添
削
が
あ
る

も
の
を
含
む
。

　

点
を
付
け
る
と
き
、
最
初
の
一
順
で
Ａ
の
長
点
（
払
い
上
げ
る
こ
と
に

特
別
な
意
味
は
な
い
）
を
付
け
る
。
こ
れ
は
平
点
に
相
当
す
る
。
次
に
、

二
順
目
で
Ｂ
の
○
点
を
付
け
加
え
、
厳
選
し
て
Ａ
よ
り
句
数
は
少
な
く
、

且
つ
高
点
と
な
る
。
三
回
目
の
一
順
で
、
長
点
や
○
点
を
加
え
て
い
く
が
、

闌
更
の
場
合
は
、
Ｃ
の
よ
う
に
二
本
目
の
長
点
を
加
え
た
り
、
一
方
で
、

Ｄ
の
よ
う
に
二
個
目
の
○
点
を
加
え
た
り
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
す

る
が
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
句
に
は
難
点
を
示
す
評
語
が
あ
る
が
、
Ｄ
句
に
は
難

第
三
章　

闌
更
の
点
帖
「
正
風
点　

芭
蕉
堂
闌
更
宗
匠
撰
」
影
印
と
解
題
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点
を
示
す
評
語
は
な
く
、
八
句
に
厳
選
し
た
様
子
が
窺
え
る
。
多
く
の
点

帖
に
み
ら
れ
る
最
高
点
な
ど
の
順
位
、
作
者
名
な
ど
は
な
く
、
控
え
帖
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
評
語
を
検
討
す
る
。
闌
更
点
が
あ
る
場
合
は
、
句
の
上
に
右
で

分
類
し
た
記
号
を
示
す
。
濁
点
は
適
宜
施
す
。

　

・　

�

水
の
手
は
心
太
屋
の
楽
屋
哉�

「
こ
の
さ
く
よ
か
ら
ず
」（
二
ウ
）

　

・
Ａ�

舟
洗
ふ
堅
田
の
面
や
落
る
雁�

「
作
り
や
う
あ
る
べ
し
」（
六
オ
）

　

・　

�

取
入
て
先
あ
た
ゝ
か
な
新
綿
哉�

「
作
り
や
う
あ
る
べ
し
」（
七
オ
）

　

・　

�

銀
屏
に
夜
の
納
り
し
草
ま
く
ら�

「
作
り
や
う
あ
る
べ
し
」（
二
一
ウ
）

　

こ
れ
ら
の
評
は
、
漠
然
と
し
た
言
い
方
で
、
無
点
、
無
評
よ
り
は
注
目

し
た
が
、
評
価
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
Ａ
評
価
の
句
が

入
っ
て
い
る
の
が
残
念
な
選
で
あ
る
。

　

・　

�

風
の
手
に
狂
ず
梢
の
鳴
子
哉　
　

「
古
し
」（
七
オ
）

　

・
Ａ�

心
太
崩
の
白
雲
移
り
け
ん　
　
　

「
類
あ
り
」（
二
ウ
）

　

・
Ａ�

奈
良
坂
や
人
に
交
る
鹿
の
声　
　

「
類
あ
り
」（
一
七
ウ
）

　

・　

�

其
影
の
移
り
て
ふ
り
ぬ
月
の
雨�

「
こ
の
句
は
類
句
あ
り
」（
六
ウ
）

　

・　

�

魂
棚
や
有
し
む
か
し
の
上
に
な
く
「
類
句
あ
り
」（
一
一
オ
）

　

・
Ａ�

朝
顔
や
ま
だ
灯
籠
に
灯
の
残
り　

「
類
作
あ
り
」（
九
オ
）

　

・　

�

便
り
な
く
地
を
這
ふ
秋
の
蛍
哉　

「
類
作
あ
り
」（
一
〇
オ
）

　

こ
れ
ら
の
評
は
、
新
し
み
を
評
価
し
、
類
句
を
嫌
う
も
の
で
あ
る
。
Ａ

評
価
が
あ
る
の
は
、
闌
更
の
好
み
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、

や
は
り
残
念
な
選
で
あ
る
。

　

・
Ａ�

鹿
の
声
殊
更
月
の
夜
也
け
り

　
　
　
　
　
　
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
に
こ
の
さ
た
あ
り
」（
一
七
ウ
）

　

・
Ａ�

五
月
雨
や
籔
の
中
行
水
の
音

　
　
　
　
　
　
「
は
る
の
句
に
あ
り
」（
二
〇
オ
）

　

こ
れ
ら
の
評
も
、
類
句
を
嫌
う
も
の
で
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
言
及

し
、
闌
更
の
関
心
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

・
Ａ�

五
月
雨
や
筍
籔
に
魚
踊
る

　
　
　
　
　
　
「
七
夕
や
に
あ
る
べ
し
」（
二
〇
オ
）

　

・
Ａ�

髪
置
や
華
表
の
旭
見
て
通
る

　
　
　
　
　
　
「
か
み
置
に
さ
だ
め
が
た
し
」（
一
二
オ
）

　

こ
れ
ら
の
評
は
、
よ
り
具
体
的
に
句
の
難
点
を
示
し
、
関
心
の
高
さ
を

窺
わ
せ
る
。

　

次
に
句
の
添
削
を
検
討
す
る
。
全
句
が
加
点
句
で
あ
り
、
関
心
の
高
さ

が
慮
ら
れ
る
。

　

・
Ｃ�

鼠
さ
へ
住
飽
家
ぞヒ か

き
り
〴
〵
す　
（
一
一
ウ
）

　

・
Ｃ�

虫
干
や
家
の
風
を
も
吹
せ0 洗て0
し0 ん　
（
二
〇
オ
）

　

・
Ｂ�

麻
刈
て
雨
に
も
窓
の
0

0

明
さ0 窓

か0 の

な0 前　
（
二
〇
オ
）

　

・
Ｂ�

水
無
月
も
志
有
し
ぞ
風
もヒ の

を
の
づ
か
ら　
（
二
〇
ウ
）

　

・
Ｂ�

鼻
紙
の
仇化 ア

ダ

に
濡
け
り
初
時
雨　
（
二
四
ウ
）

　

・
Ａ�

日
々
に
露
の
ふ
と0 か

　
さり0
や
老
の
秋　
（
二
五
オ
）

　

・
Ｂ�
露
時
雨
瀧
に0 籠

あ0 るる0
身
の
思
は
る
　ゝ
（
二
五
ウ
）

　

こ
れ
ら
の
添
削
は
、
助
詞
の
一
字
、
用
字
、
一
単
語
を
添
削
し
た
も
の

で
、
細
か
に
丁
寧
に
添
削
が
な
さ
れ
て
い
る
。
次
の
用
例
で
は
大
胆
に
添

削
が
行
わ
れ
て
お
り
、
良
句
故
の
添
削
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
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・
Ｃ�

鷲
の
羽
の
流
水
出

ヒたけ
り
岩る
清
水
哉ヒ　
（
一
八
ウ
）

　

・
Ｂ�

玉
簾
の
内
なに

つも

か
し
や
蘭
の
花想

ひ
哉（

二
二
ウ
）

　

・
Ｂ�
露
霜

ヒ

に○

池
の下姿哉の
変中

○

り0 れ

け0 るり0　
（
二
五
オ
）

　
　
　

�

（
稿
者
注　

露
霜
に
変
れ
る
池
の
姿
哉
）

　

・
Ａ�

う
ら
枯
や
梅枝

に
か
ゝ
り
し
古
草
鞋

も
一
度
は
か
く
計　
（
二
五
オ
）

　

次
の
二
句
は
、
前
書
を
加
え
た
例
で
、
句
形
に
添
削
は
な
い
。
高
点
句

で
あ
る
。

　

・
Ｃ�

水
音
に
入
て
ふ
寒
の
き
と
く
哉　

　
　
　
　
　
　
　

�

前
書
「
夜
舟
に
て
」
を
付
す　
（
一
三
ウ
）

　

・
Ｃ�

火
は
消
て
萩
打
雨
の
夜
や
長
し　

　
　
　
　
　
　
　

�

前
書
「
夜
泊
」
を
付
す　
（
二
二
オ
）

　

最
後
に
添
削
の
な
い
Ｄ
句
を
あ
げ
て
お
く
。

　

・
Ｄ�

江
戸
を
出
て
向
ふ
枯
野
の
夕
哉　
（
四
ウ
）

　

・
Ｄ�

き
り
〴
〵
す
啼
や
棒
木
の
祈
祷
札　
（
一
〇
ウ
）

　

・
Ｄ�

移
り
行
舟
の
灯
や
岸
の
露　
（
一
六
オ
）

　

・
Ｄ�

鴫
立
て
其
日
の
秋
は
過
に
け
り　
（
一
七
オ
）

　

・
Ｄ�

葛
水
や
又
吹
立
る
出
立
貝　
（
一
九
オ
）

　

・
Ｄ�

松
の
葉
の
泣
き
立
チ
け
ら
し
心
太　
（
一
九
オ
）

　

・
Ｄ�

鳥
の
目
の
明
ぬ
内
か
ら
鳴
子
哉　
（
二
二
オ
）

　

・
Ｄ�

浮
人
に
白
髪
見
ら
る
ゝ
炬
燵
か
な　
（
二
三
オ
）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
闌
更
に
は
「
正
風
」
を
看
板
に
挙
げ
て
指
導
し
よ

う
と
い
う
意
識
は
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、「
正
風
」
の
本
質
に
迫
る

明
確
な
言
及
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
評
、
添
削
は
、
二
五
〇
句
中
の

二
七
句
、
約
一
割
程
で
、
指
導
の
意
識
は
薄
い
と
い
え
る
。
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寛
政
七
卯
五
月
中
旬
よ
り

正
風
点

　

芭
蕉
堂
闌
更
宗
匠
撰

�

（
表
紙
）

�

（
表
紙
見
返
し
）

�
（
一
オ
）

�

（
一
ウ
）

�

（
二
オ
）
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�

（
二
ウ
）

�

（
三
オ
）

�

（
三
ウ
）

�

（
四
オ
）

�

（
四
ウ
）

�

（
五
オ
）
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�

（
五
ウ
）

�

（
六
オ
）

�

（
六
ウ
）

�
（
七
オ
）

�

（
七
ウ
）

�

（
八
オ
）
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�

（
八
ウ
）

�

（
九
オ
）

�

（
九
ウ
）

�
（
一
〇
オ
）

�

（
一
〇
ウ
）

�

（
一
一
オ
）



47

�

（
一
一
ウ
）

�

（
一
二
オ
）

�

（
一
二
ウ
）

�
（
一
三
オ
）

�

（
一
三
ウ
）

�

（
一
四
オ
）
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�

（
一
四
ウ
）

�

（
一
五
オ
）

�

（
一
五
ウ
）

�
（
一
六
オ
）

�

（
一
六
ウ
）

�

（
一
七
オ
）
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�

（
一
七
ウ
）

�

（
一
八
オ
）

�

（
一
八
ウ
）

�
（
一
九
オ
）

�

（
一
九
ウ
）

�

（
二
〇
オ
）
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�

（
二
〇
ウ
）

�

（
二
一
オ
）

�

（
二
一
ウ
）

�
（
二
二
オ
）

�

（
二
二
ウ
）

�

（
二
三
オ
）
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�

（
二
三
ウ
）

�

（
二
四
オ
）

�

（
二
四
ウ
）

�
（
二
五
オ
）

�

（
二
五
ウ
）

�

（
裏
表
紙
見
返
し
）
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�

（
裏
表
紙
）
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解　

題

　

本
冊
は
、
芭
蕉
堂
二
世
で
あ
る
成
田
蒼
虬
の
点
帖
で
あ
る
。
影
印
に
適

宜
翻
刻
を
付
す
。
蒼
虬
の
点
帖
は
、
本
冊
に
限
ら
ず
多
数
存
在
す
る
と
思

わ
れ
る
。
し
か
し
、
蒼
虬
に
限
ら
ず
多
く
の
点
帖
は
、
褒
美
の
一
つ
と
し

て
最
高
点
の
人
に
与
え
ら
れ
、
個
人
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
旧
家
の
蔵
に
収
め
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
り
、
散
逸
し
た
り
し
て
、

調
査
す
る
機
会
は
少
な
い
。
ま
た
、
当
該
の
一
冊
に
よ
り
、
蒼
虬
の
点
印

と
評
の
様
式
の
一
端
が
知
ら
れ
、
今
後
の
調
査
の
便
に
資
す
る
と
考
え
る
。

　

さ
て
、
本
点
帖
の
書
誌
を
記
す
。
縦
一
七
・
四
糎
、
横
二
五
・
二
糎
。
横

本
、
写
本
一
冊
。
表
紙
は
、
目
白
と
草
花
の
彩
色
画
、
裏
表
紙
は
山
家
の

水
墨
風
景
画
で
あ
る
。
内
題
「
奉
納
発
句
合
」。
一
丁
裏
に
「
下
之
巻　

題　

春
の
旅
／
夏
の
山
／
シ
キ　

恋
／
秋
の
生
類
／
冬
の
居
所
」
と
あ
る
。

な
お
、
上
巻
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
未
詳
。
墨
付
、
八
三
丁
。
原
本

は
永
井
一
彰
氏
蔵
。

　

点
印
に
は
次
の
Ａ
～
Ｄ
の
四
種
類
が
あ
り
、
長
点
と
点
数
を
付
し
て
優

劣
、
順
位
を
示
す
。
ま
た
、
最
高
点
の
句
は
「
秀
一
」、
次
点
句
は
「
軸
」

と
す
る
。
た
だ
し
、
選
句
中
の
点
数
等
と
巻
末
の
秀
吟
集
と
は
一
致
し
て

い
な
い
。
例
え
ば
、
二
九
丁
裏
の
万
海
の
句
は
、「
浴
し
た
」
に
Ａ
印
が

あ
り
「
三
十
一
」
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
巻
末
の
七
四
丁
裏

で
は
、
そ
の
右
の
「
夏
山
や
」
の
句
が
Ａ
印
か
ら
Ｂ
印
に
変
更
さ
れ
て
高

評
価
さ
れ
て
い
る
。
又
、
一
九
丁
表
の
「
面
白
き
さ
ま
や
旅
路
の
遠
柳
」

は
Ａ
印
で
あ
っ
た
が
、
添
削
さ
れ
て
中
七
が
「
け
し
き
や
旅
の
」
と
な
り
、

巻
末
の
七
九
丁
裏
で
は
Ｃ
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　

加
点
以
外
の
評
や
添
削
は
少
な
く
、
指
導
の
意
識
は
薄
い
。
ま
た
、
褒

美
の
一
冊
と
し
て
清
書
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
精
力
的
な
俳
諧
活
動
に
比

し
て
、
点
印
は
種
類
が
少
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
も
単
調
で
あ
る
。

　

Ａ

明
月

　

Ｂ

有
明

　

Ｃ

野
宮
嵐

　

Ｄ

祇
王
化
野

第
四
章　

二
世
成
田
蒼
虬
の
点
帖　

影
印
と
解
題
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入
集
者
は
、
多
く
は
丹
波
の
人
々
で
、
蒼
虬
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。

他
に
、
讃
岐
、
浪
花
、
南
山
城
の
人
も
少
数
い
る
。
丹
波
綾
部
の
羽は

室む
ろ

万

海
、
綾
部
（
位
田
）
の
柿
流
、
梅
雄
、
流
川
、
一
口
（
以
上
三
人
も
綾
部

と
思
わ
れ
る
）、
上
杉
の
梅
枝
、
上
林
の
中
好
、
上
林
の
可
少
、
福
知
山

の
王
蕉
。
こ
れ
ら
丹
波
の
、
特
に
綾
部
の
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
行
わ
れ

た
「
奉
納
発
句
合
」
で
あ
ろ
う
。
下
巻
の
み
で
五
五
〇
句
入
集
（
但
し
、

一
人
が
数
句
入
集
し
て
い
る
）
な
の
で
、
中
規
模
の
俳
諧
興
行
で
あ
る
が
、

地
方
興
行
と
し
て
は
大
規
模
と
い
え
よ
う
。
蒼
虬
は
丹
波
と
の
交
流
が
深

く
、
な
か
で
も
綾
部
の
羽
室
万
海
と
は
親
し
い
交
流
が
あ
っ
た
。
蒼
虬
の

書
簡
や
二
条
家
俳
諧
に
同
座
し
た
資
料
な
ど
が
あ
る
。

　

蒼
虬
は
、
初
世
闌
更
が
没
し
た
直
後
の
寛
政
一
一
（
一
七
九
九
）
年
か

ら
花
供
養
を
主
催
す
る
が
、
最
後
に
主
催
し
た
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年

迄
の
三
五
年
間
の
う
ち
、
一
七
年
間
は
欠
座
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
蒼
虬

は
、
京
都
二
条
家
俳
諧
に
精
勤
し
た
り
、
地
方
の
俳
諧
指
導
を
し
た
り
し

て
い
る
。
綾
部
を
中
心
と
し
た
丹
波
へ
も
し
ば
し
ば
出
向
い
て
い
る
。

　

因
み
に
、
京
都
府
綾
部
市
資
料
館
に
、「
蒼
虬
愚
評
」
の
点
を
付
し
た

二
丁
ほ
ど
の
一
冊
が
あ
る
。
次
に
全
容
を
示
す
。
長
点
と
朱
の
○
と
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
蒼
虬
が
点
印
を
い
つ
も

は
用
い
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
評
語
は
記
さ
ず
、
添
削
も

少
な
く
、
指
導
の
意
識
は
薄
い
と
言
え
る
。

�

（
一
オ
）

�

（
一
ウ
）
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�

（
二
オ
）

�

（
二
オ
）

参
考
文
献

京
都
府
綾
部
市
資
料
館
編
『
羽
室
家
文
書
（
文
芸
史
料
）
調
査
報
告
』

（
二
〇
一
七
年
三
月
、
京
都
府
綾
部
市
資
料
館
刊
）

翻
刻
凡
例

一　

本
稿
は
、
江
戸
後
期
の
芭
蕉
堂
蒼
虬
の
点
帖
の
影
印
で
あ
る
が
、
適

宜
翻
刻
を
付
す
。

一　

丁
移
り
は
、
各
丁
の
最
後
に
丁
数
を
付
す
。
丁
の
表
は
「
オ
」、
裏

は
「
ウ
」
の
略
号
で
示
す
。

一　

発
句
の
清
書
と
作
者
名
の
記
載
は
別
筆
で
あ
る
が
、
翻
刻
に
あ
た
っ

て
は
区
別
し
な
い
。

一　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

一　

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
原
本
の
表
記
に
従
う
が
、
次
の
よ
う
に
統
一

し
た
。
な
お
、
二
字
以
上
の
繰
返
し
に
つ
い
て
は
原
本
に
従
わ
な
い
。

　
　
　

平
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　
　

ゝ
・
ゞ

　
　
　

片
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　
　

ヽ
・
ヾ

　
　
　

一
字
の
繰
返
し　
　
　
　
　
　

々

一　

濁
点
・
句
読
点
を
適
宜
私
に
付
す
。

一　

改
行
は
、
原
本
に
従
わ
な
い
。

一　

点
印
に
つ
い
て
は
翻
刻
し
な
い
が
、
Ａ
～
Ｄ
の
記
号
で
句
頭
に
記
す
。

Ａ「
明
月
」、
Ｂ「
有
明
」、
Ｃ「
野
宮
嵐
」、
Ｄ「
祇
王
化
野
」
で
あ
る
。

一　

句
頭
に
付
し
た
点
印
と
巻
末
の
点
印
の
変
更
を
「
Ａ
→
Ｃ（
丁
数
）」

な
ど
と
記
す
。

一　

点
数
は
翻
刻
し
な
い
が
、
六
丁
裏
一
句
目
は
「
廿
六
」
点
で
あ
る
。
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〔
蒼
虬
の
点
帖
〕

�
�

（
表
紙
）

（ 1オ）　奉納発句合 （表紙見返し）

（ 2オ）　春の旅 （1ウ）　下之巻 題 春の旅／夏の山／シキ　恋／秋の生類／冬の居所
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（ 3オ） （ 2ウ）

（ 4オ） （ 3ウ）

（ 5オ） （ 4ウ）

B

Ａ→Ｂ（72ウ）Ａ→Ｂ（73オ）

A



58

（ 6オ） （ 5ウ）

（ 7オ） （ 6ウ）　� 梅畝

（ 8オ） （ 7ウ）

AB

BＡ→Ｂ（76オ）



59

（ 9オ） （ 8ウ）

（10オ） （ 9ウ）　　　　　　　　　　　梅畝

（11オ） （10ウ）　　　　タンバ梅枝

B

AＡ→Ｂ（75ウ）

A B



60

（12オ） （11ウ）

（13オ） （12ウ）

（14オ） （13ウ）　　　　ナニハ和水

B

AＡ→Ｃ（79オ）



61

（15オ） （14ウ）

（16オ） （15ウ）

（17オ） （16ウ）

B

B



62

（18オ）タンバ加友 （17ウ）

（19オ） （18ウ）

（20オ）　夏の山 （19ウ）

A

Ａ→Ｃ（79ウ）



63

（21オ） （20ウ）� 梅畝

（22オ） （21ウ）

（23オ） （22ウ）

A

Ａ→Ｃ（77ウ）

Ａ→Ｃ（78ウ）



64

（24オ） （23ウ）

（25オ） （24ウ）

（26オ）� タンバ二幸（25ウ）

Ａ→Ｃ（80オ）

A



65

（27オ） （26ウ）

（28オ） （27ウ）

（29オ） （28ウ）

Ａ→Ｂ（72オ）



66

（30オ） （29ウ）タンバ万海

（31オ）　秋の生類 （30ウ）

（32オ） （31ウ）　　　　　　　　　　梅畝

Ａ→Ｂ（74ウ）A

A



67

（33オ）　　　ナニハ至楽 （32ウ）

（34オ） （33ウ）

（35オ） （34ウ）

Ａ→Ｃ（78オ）A

Ａ→Ｂ（75オ）



68

（36オ） （35ウ）　　　　　　　　　タンバ春風

（37オ） （36ウ）

（38オ）� イガ伯夢（37ウ）

A

BＡ→Ｄ（81ウ）B

A



69

（39オ）タンバ春風 （38ウ）� タンバ春風

（40オ） （39ウ）

（41オ） （40ウ）

AA

B



70

（42オ）　　　　　　タンバ多保守鈍 （41ウ）

（43オ） （42ウ）

（44オ） （43ウ）

A

BＡ→Ｂ（74オ）



71

（45オ） （44ウ）

（46オ）　　　　　　　　タンバ加友 （45ウ）

（47オ） （46ウ）

Ａ→Ｂ（73ウ）

A

Ａ→Ｄ（81オ）Ａ→Ｃ（76ウ）



72

（48オ）　冬の居所 （47ウ）

（49オ） （48ウ）

（50オ） （49ウ）

Ａ→Ｃ（80ウ）

Ｂ



73

（51オ） （50ウ）

（52オ） （51ウ）

（53オ） （52ウ）



74

（54オ）大坂和水 （53ウ）

（55オ） （54ウ）　　　　ナニハ有鱗

（56オ） （55ウ）

A

A



75

（57オ） （56ウ）

（58オ）　シキ 恋 （57ウ）　　　　　　　　　タンバ王蕉

（59オ） （58ウ）

A



76

（60オ） （59ウ）

（61オ） （60ウ）

（62オ） （61ウ）



77

（63オ） （62ウ）　　　　　梅畝

（64オ） （63ウ）

（65オ） （64ウ）

A



78

（66オ） （65ウ）

（67オ）　　　　　　　　　　　　　浪花柳子（66ウ）

（68オ） （67ウ）

A



79

（69オ） （68ウ）

（70オ） （69ウ）

（71オ） （70ウ）

長点→Ｃ（77オ）



80

（72オ）　松杉の山路を吹や青あらし
　　　　　　　　　　　　　タンバ芦渕一橘

（71ウ）

（73オ）　山に火のいくつも見えて花の旅　梅畝（72ウ）　春風や二見の浦も一日路　ナニハ柳子

（74オ）　鴫啼や竹田あたりの草の雨
　　　　　　　　　　　　　　タンバ柿流

（73ウ）　行秋や鴉の声に耳澄す　タンバ流川

Ａ（28オ）→ B

Ａ（ 3ウ）→Ｂ

Ａ（45オ）→Ｂ

Ａ（ 4オ）→Ｂ

Ａ（43オ）→Ｂ



81

（75オ）　水に聞夕雨寒く鴫の声　タンバ上杉梅枝（74ウ）　夏山や一際しろき朝の月　タンバ万海

（76オ）　踏迷ふみちやどちらも花すみれ
　　　　　　　　　　　　　　　ナニハ藍寿

（75ウ）　旅人や笛ふく春の馬の上　梅畝

（77オ）　落椿まづ夜の耳にさはりけり
　　　　　　　　　　　　　　タンバ上林中好

（76ウ）　沙魚つりやうしろへまはす小脇ざし
　　　　　　　　　　　　　　　タンバ梅雄

Ａ（29ウ）→ＢＡ（34オ）→Ｂ

Ａ（ 9ウ）→ＢＡ（ 8オ）→Ｂ

Ａ（47オ）→Ｃ長点（70オ）→Ｃ



82

（78オ）　夕沢やばらつく雨に鴫の声　梅畝 （77ウ）　卯の花に暮てこえけりひと峠
　　　　　　　　　　　　　　　ナニハ至楽

（79オ）　長閑さや乗合船の高鼾
� 城州枇杷庄可笑

（78ウ）　山彦の前ようしろよ夏の山
� タンバ一口

（80オ）　はやずしのなるゝまで見ん筑波山
　　　　　　　　　　　　　タンバ上林可少

（79ウ）　面白けしきや旅の遠柳
� タンバ福知山王蕉

Ａ（21ウ）→ＣＡ（32ウ）→Ｃ

Ａ（23オ）→ CＡ（14オ）→Ｃ

Ａ（19オ）→ＣＡ（24オ）→Ｃ



83

（81オ）　草の戸のひと筋道やきりぎりす　軸
　　　　　　　　　　　　　　丹州福知山王蕉

（80ウ）　神棚によめぬ物あり煤払　梅畝

（裏表紙見返し）　愚評　蒼虬（花押） （81ウ）　鹿の声きかぬ夜淋し磯の浪　秀一
　　　　　　　　　　　　　　サヌキ土栄

（
裏
表
紙
）

Ａ（48ウ）→ＣＡ（46ウ）→Ｄ

Ａ（36ウ）→Ｄ
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解　

題

　

本
冊
は
、
芭
蕉
堂
四
世
で
あ
る
北
村
朝
陽
の
点
帖
で
あ
る
。
朝
陽
は
、

『
芭
蕉
堂
門
人
録
』（
大
正
新
冊
）
に
よ
れ
ば
、
蒼
虬
門
。
芭
蕉
堂
主
と
し

て
は
、
天
保
九
年
か
ら
同
一
一
年
ま
で
の
二
年
間
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
が
、「
十
月
三
日
付
吟
風
宛
朝
陽
書
簡
―
芭
蕉
堂
開
基
披

露
案
内
」
に
よ
れ
ば
、
天
保
九
年
十
月
九
日
の
継
承
と
知
ら
れ
、
没
年
の

天
保
一
一
年
九
月
九
日
ま
で
の
二
年
間
と
な
る
。
近
江
の
人
。
生
年
は
未

詳
、
天
保
一
一
年
九
月
九
日
に
卒
、
享
年
未
詳
。

　

書
誌
を
記
す
。
縦
一
七
・
〇
糎
、
横
二
四
・
〇
糎
。
横
本
、
写
本
一
冊
。

表
紙
、
裏
表
紙
は
共
紙
、
墨
付
一
九
丁
。
畑
忠
良
氏
蔵
。
整
理
番
号
、
２

-

５
。
畑
家
俳
諧
文
書
を
読
む
会
編
・
私
家
版
「
畑
家
俳
諧
文
書
目
録
」

が
あ
る
。

　

本
点
帖
は
、
南
山
城
、
近
江
湖
西
、
丹
波
地
域
の
俳
人
を
中
心
と
し
て

催
さ
れ
た
三
月
の
月
並
俳
諧
で
あ
る
。
凡
そ
、
朝
陽
の
俳
諧
活
動
で
あ
る

花
供
養
会
の
人
々
の
範
囲
内
で
あ
る
。
月
並
発
句
の
う
ち
、
秀
句
の
み
を

書
き
抜
き
、
半
丁
に
一
句
ず
つ
、
計
三
四
句
を
収
載
す
る
。
発
句
は
朝
陽

の
自
筆
で
、
各
句
に
点
印
を
押
す
。
所
書
き
と
作
者
名
は
、
選
後
の
書
き

込
み
で
あ
る
。
最
終
句
が
最
高
点
で
、
当
時
の
慣
習
で
は
、
褒
美
の
一
つ

と
し
て
該
当
の
作
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
冊
の
最
高
点
は
、

「
ヨ
ド
吟
風
」、
淀
藩
士
畑
数
馬
、
俳
号
吟
風
で
あ
る
。
現
所
蔵
者
の
畑
忠

良
氏
の
曽
祖
父
に
あ
た
り
、
こ
こ
に
蔵
さ
れ
て
い
る
由
縁
で
あ
る
。

　

点
印
に
つ
い
て
は
、
翻
刻
凡
例
に
記
す
が
、
五
種
類
で
あ
る
。
陰
刻
、

陽
刻
、
朱
点
、
緑
点
、
隷
書
、
篆
書
な
ど
の
創
意
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、「
李
白
」、
王
維
の
「
独
坐
幽
篁
弾
琴
復
長
嘯
」（
竹
里
館
）
な
ど

の
漢
詩
人
・
漢
詩
か
ら
取
材
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
評
語

や
添
削
は
見
ら
れ
ず
、
指
導
の
意
識
は
薄
い
。

　

朝
陽
は
、
吟
風
に
芭
蕉
堂
継
承
の
披
露
案
内
を
送
っ
て
い
る
。
吟
風
は
、

二
世
堂
主
の
蒼
虬
と
も
親
交
が
あ
り
、
芭
蕉
堂
と
の
親
交
が
続
い
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
朝
陽
と
は
す
で
に
俳
仙
堂
（
二
世
）
時
か
ら
の
親
交
が

あ
っ
た
。
俳
仙
堂
と
は
、
初
代
西
村
定
雅
の
時
か
ら
、
淀
藩
士
富
原
支
雪
、

畑
竹
楼
（
吟
風
の
父
）
ら
と
共
に
交
流
が
あ
っ
た
。

　

次
頁
に
「
十
月
三
日
付
吟
風
宛
朝
陽
書
簡　

芭
蕉
堂
継
承
披
露
案
内
」

を
紹
介
す
る
。
縦
一
六
・
二
糎
、
横
七
〇
・
〇
糎
。
畑
忠
良
氏
蔵
、
整
理
番

号
、
１-

87
。
成
立
は
、
天
保
九
年
十
月
三
日
興
行
の
書
簡
と
推
定
す
る
。

朝
陽
が
三
月
の
『
花
供
養
』
を
主
催
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
の
は
、
天

保
一
〇
年
か
ら
で
あ
る
。
前
年
の
天
保
九
年
は
『
花
供
養
』
の
出
版
が
確

認
で
き
な
い
。
し
か
し
、『
芭
蕉
堂
門
人
録
』
に
よ
れ
ば
、
九
年
か
ら
堂

主
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
同
九
年
十
月
三
日
の
書
簡
と
推
察
さ

れ
る
。

第
五
章　

四
世
北
村
朝
陽
の
点
帖
「
月
並　

諸
国
発
句
抜
章
」　

影
印�

翻
刻
と
解
題
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朝
陽
の
芭
蕉
堂
開
基
披
露
案
内　
（
畑
家
文
書
１-

87
）

　

口
演

時
分
柄
寒
空
に
相
成
候
処
、

愈
御
平
安
珍
重
に
奉
存
候
。

然
ば
拙
老
此
度
芭
蕉
堂

相
続
仕
候
に
付
、
来
る
九
日
、

双
林
寺
閑
阿
弥
に
て
、
披
露

相
勤
申
候
。
御
光
来
之
程
、

呉
々
御
頼
申
上
候
。
野
衲

御
招
に
罷
出
候
筈
、
何
分
に

取
込
中
、
御
高
免
可
被
下
候
。

書
閑
高
面
万
　々

頓
首

　

十
月
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
陽

　

吟
風
様

　

其
友
様

　

軽
舟
様

　

赤
水
様

　

凌
雨
様

外
御
社
中
様

　
　
　
　
　

次
第
不
問

尚
々
俳
仙
相
続
、
門
人
蔦
雨
へ

申
付
候
間
、逐
日
御
披
露
申
上
候

　

芭
蕉
堂
の
后
住
を
継
て

　

百
棒
の
い
ま
し
め
を
思
ふ

蓑
一
つ
と
な
ら
ん
で
け
ふ
も

し
ぐ
れ
か
な

　
『
花
供
養
』
の
出
版
は
、
蒼
虬
主
催
の
天
保
五
年
を
区
切
り
に
、
天
保
六

年
か
ら
九
年
ま
で
空
白
で
あ
る
。
蒼
虬
は
存
命
で
あ
る
が
、
同
五
年
以
後
に

再
び
堂
主
と
し
て
の
活
動
は
知
ら
れ
な
い
。
な
お
、
蒼
虬
が
堂
主
を
つ
と
め

る
間
、『
花
供
養
』
の
出
版
は
し
ば
し
ば
中
断
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
に
あ
っ
て
、
当
時
俳
仙
堂
堂
主
で
あ
っ
た
朝
陽
が
継
承
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
簡
に
よ
り
、
朝
陽
の
芭
蕉
堂
堂
主
の
就
任
は
、
天

保
九
年
十
月
九
日
と
知
ら
れ
る
。

参
考
文
献

畑
家
文
書
を
読
む
会
編
『
畑
家
俳
諧
文
書
目
録
』（
平
成
二
三
年
三
月
跋
、
私
家
版
）
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翻
刻
凡
例

一　

丁
移
り
は
、
各
丁
の
名
前
の
最
後
に
丁
数
を
付
す
。
丁
の
表
裏
は

「
オ
」「
ウ
」
の
略
号

　

で
示
す
。

一　

使
用
の
便
を
考
慮
し
て
、
私
に
句
番
号
を
付
す
。

一　

発
句
の
清
書
と
作
者
名
、
所
書
き
の
記
載
は
別
筆
で
あ
る
が
、
翻
刻

に
あ
た
っ
て
は
区
別
し
な
い
。

一　

字
体
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
る
。

一　

踊
り
字
は
原
則
と
し
て
原
本
の
表
記
に
従
う
が
、
次
の
よ
う
に
統
一

す
る
。
な
お
、
二
字
以
上
の
繰
返
し
に
つ
い
て
は
原
本
に
従
わ
な
い
。

　
　
　

平
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　

ゝ
・
ゞ

　
　
　

片
仮
名
・
同
濁
点　
　
　
　

ヽ
・
ヾ

　
　
　

一
字
の
繰
返
し　
　
　
　
　

々

一　

濁
点
・
句
読
点
を
適
宜
私
に
付
す
。

一　

改
行
は
、
原
本
に
従
わ
な
い
。

一　

点
印
に
つ
い
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
が
、
私
に
記
号
を
付
し
、
句

の
末
尾
に
示
す
。

　
　

Ａ　

　
　

Ｂ　

　

　
　

Ｃ　

　
　

Ｄ　

　
　

Ｅ　

一　

所
書
き
に
つ
い
て
は
、
適
宜
私
に
〈　

〉
に
注
記
す
る
。

一　

余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
「
イ
ロ
ハ
」
の
付
号
は
翻
刻
し
な
い
。
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月
並　

諸
国
発
句
抜
章

　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉
堂
朝
陽
撰

（
表
紙
）

（ 1オ）　三月並　朝陽閑人俳仙堂 （表紙見返し）

（ 2オ）　軒かりて青麦ほめる道者かな
� 同〈亀山〉芝水　Ａ

（ 1ウ）　白藤につめたき朝の雫かな
� カメ山松露　Ａ
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（ 3オ）　永日ををりをり覗く戸口かな
� ヒノ和風　Ａ

（ 2ウ）　牛の子のやたらに出たり桃の門　
� カバタ島仙　Ａ

（ 4オ）　わき水を段々こえて岩根藤　
� サカモト虚洞　Ａ

（ 3ウ）　趣向した丈ではたらず花見酒　
� 芝水　Ａ

（ 5オ）　曲水や盃うごくはたゝ風　
� 来之　Ａ

（ 4ウ）　夜ざくらに馬のうしろをもどりけり
� 梅六　Ａ
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（ 6オ）　柴一荷結ふて花見てもどりけり
� 同〈坂本〉旭桐　Ａ

（ 5ウ）　あと連は花のあいだに暮にけり
� 坂本蓬萊　Ａ

（ 7オ）　花ちかし最う橋ひとつ土手一つ
� ヨド喜雀　Ａ

（ 6ウ）　はる雨やもたれて眠る格子の間
� 西湖几石　Ａ

（ 8オ）　銘々に提る花見の料理かな　
� ヒノ李舟　Ａ

（ 7ウ）　ぬいである草履にとまる胡てふ哉
� カ州金沢東紅　Ａ
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（ 9オ）　かたげ人はさきへ歩行すさくら哉
� 坂本虚洞　Ａ

（ 8ウ）　雛棚に雀のとまる草家かな　
� カメ山都秀　Ａ

（10オ）　見になれば遠く墻よりそとの蝶
� 同〈坂本〉真砂　Ａ

（ 9ウ）　花さくや手水場までも腥く　
� 坂本蓬萊　Ａ

（11オ）　正月の人に逢けり花の中　
� 紀州田辺白水　Ａ

（10ウ）　野の井戸をつゝみまわすやこゞめ花
� 吐蛙　Ａ
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（12オ）　じつとした蟇に日のさす垣根かな
� 同〈福知山〉乗風　Ａ

（11ウ）　をり坂やとる気になればない蕨
� 丹福知山百濫　Ａ

（13オ）　ふらふらと一人まわるや花の山
� 湖西ヒノ旭　Ｂ

（12ウ）　竹墻に片あし置て接樹かな　
� 湖西麦村　Ｂ

（14オ）　ふしぶしに土もつ雨のつゝじかな
� ヨド月戸　Ｂ

（13ウ）　手始の楽茶出しけり坊主客
� 西湖大野竹舎　Ｂ
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（15オ）　山吹を伐ておとすや岩の苔　
� ヒノ素渕　Ｃ

（14ウ）　花の山墓へ参るは出来ごゝろ　
� 金沢立介　Ｂ

（16オ）　桃折てから柳をる心かな　
� ヤハシ流川　Ｃ

（15ウ）　椽さきのちいさい山も霞けり　
� ヒノ古石　Ｃ

（17オ）　吹込でてふの出ぬ也松林　
� 金沢立介　Ｃ

（16ウ）　京へ出るつゝじや水につんである
� 梅六　Ｃ
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（18オ）　海こして今朝の宿見る弥生かな
� ヨド吟風　Ｅ

（17ウ）　礫で棒つる日永の小川哉　
� ふシミ磯堂　Ｄ

（
裏
表
紙
）
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闌
更
は
、『
花
供
養
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
義
仲
寺
刊
『
時
雨
会
』
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
雨
会
は
芭
蕉
墓
の
あ
る
近
江
膳
所

で
行
わ
れ
る
が
、
京
都
の
五
升
庵
蝶
夢
や
高
弟
で
あ
る
井
上
重
厚
（
寛
政
四
年
以
降
、
義
仲
寺
看
主
）
の
影
響
が
大
き
く
、
京
都
俳
壇
の
動
き
と

連
動
し
て
い
る
。
し
か
し
、
芭
蕉
顕
彰
を
主
導
す
る
蝶
夢
は
、
花
供
養
に
参
会
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
蝶
夢
は
京
都
の
人
で
あ
る
が
、
京
都
で
は

影
響
力
の
強
い
貞
門
の
俳
諧
か
ら
も
距
離
が
あ
り
、
独
自
の
位
置
を
確
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
蝶
夢
や
重
厚
と
闌
更
は
、
交
際
が
あ
っ
た
。
次
に
年
次
を
追
っ
て
一
覧
す
る
。

　

○�

天
明
元
年
冬
、
鷺
橋
発
句
の
歌
仙
興
行
に
、
闌
更
脇
句
、
重
厚
一
座
す
る
。（
あ
き
の
そ
ら
）

　

○��

天
明
五
年
立
秋
、
五
升
庵
に
お
け
る
蝶
夢
・
几
董
・
闌
更
の
俳
諧
興
行
に
、
重
厚
旅
よ
り
帰
り
来
て
歌
仙
一
巻
と
成
る
。〔
連
衆
〕
蝶
夢
・

几
董
・
闌
更
・
重
厚
・
執
筆
。（
新
雑
談
集
）

　

○�

天
明
六
年
三
月
一
二
日
、　

闌
更
編
『
花
供
養
』（
同
興
行
）
創
刊
。
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

天
明
六
年
秋
、
闌
更
編
『
力
す
ま
ふ
』（
同
跋
）
刊
。
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○��

天
明
六
年
一
〇
月
一
二
日
、
義
仲
寺
時
雨
会
。
沂
風
は
旅
行
中
の
た
め
、
重
厚
が
同
会
を
執
行
す
る
。
闌
更
は
俳
諧
興
行
に
一
座
す
る
。

　

○�

天
明
年
間
、
青
蘿
・
重
厚
作
『
長
月
の
夜
』
刊
。
闌
更
は
序
文
を
寄
せ
る
。

　

○�

寛
政
元
年
七
月
、
闌
更
編
『
奉
納
集
』
刊
。
在
江
戸
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

寛
政
四
年
春
、　

闌
更
編
『
奉
納
其
二
集
』（
同
奥
）
刊
。
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

寛
政
五
年
一
月
、
伏
見
の
梅
渓
に
遊
び
、
紫
暁
・
重
厚
・
闌
更
と
の
三
ツ
物
成
る
。（
あ
け
ぼ
の
草
紙
）

　

○�

寛
政
五
年
三
月
一
二
日
、
闌
更
編
『
花
供
養
』（
同
興
行
）
刊
。
義
仲
寺
重
厚
発
句
一
入
集
。

お
わ
り
に

花
供
養
と
京
都
の
芭
蕉
顕
彰
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○��

寛
政
五
年
四
月
一
二
日
、
奉
扇
会
。
東
巖
公
（
二
条
殿
）
立
句
、
重
厚
脇
句
、
闌
更
第
三
以
下
一
順
の
百
韻
を
巻
く
（
祖
翁
百
回
忌
）。
こ

の
折
、
義
仲
寺
並
び
に
洛
東
芭
蕉
堂
へ
「
正
風
宗
師
」
の
染
筆
が
贈
ら
れ
る
（
四
月
二
八
日
付
歩
簫
宛
蝶
夢
書
簡
・
道
の
杖
）。

　

○�
寛
政
五
年
一
〇
月
一
二
日
、
時
雨
会
奉
納
巻
頭
に
闌
更
が
据
え
ら
れ
る
。（
祖
翁
百
回
忌
）

　

○�

寛
政
五
年
、
闌
更
編
『
奉
納
其
三
集
』（
同
序
）
刊
。
ア
ハ
ツ
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

寛
政
六
年
三
月
一
二
日
、　

闌
更
編
『
花
供
養
』（
同
興
行
）
刊
。
粟
津
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

寛
政
六
年
夏
、
闌
更
閲
・
車
蓋
編
『
発
句
題
林
集
』
刊
。
重
厚
発
句
一
四
入
集
。

　

○�

寛
政
六
年
一
月
一
二
日
、
重
厚
編
『
時
雨
会
』
に
奉
納
巻
頭
に
闌
更
が
据
え
ら
れ
る
。

　

○�

寛
政
七
年
三
月
二
一
八
日
、　

東
瓦
編
『
ち
り
ゆ
く
花
』（
同
序
）
刊
。
知
海
一
周
忌
追
善
歌
仙
に
、
義
仲
寺
重
厚
・
闌
更
一
座
す
る
。

　

○�

同
三
月
一
二
日
、
闌
更
編
『
花
供
養
』（
同
興
行
）
刊
。
江
州
粟
津
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

同
一
月
一
二
日
、
重
厚
編
『
時
雨
会
』
の
奉
納
巻
頭
に
闌
更
が
据
え
ら
れ
る
。

　

○�

寛
政
八
年
三
月
一
二
日
、
闌
更
編
『
花
供
養
』（
同
序
）
刊
。
粟
津
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

○�

同
一
月
一
二
日
、
重
厚
編
『
時
雨
会
』
の
奉
納
巻
頭
に
闌
更
が
据
え
ら
れ
る
。

　

○�

寛
政
九
年
三
月
一
二
日
、
闌
更
編
『
花
供
養
』（
興
行
）
刊
。
粟
津
義
仲
寺
重
厚
発
句
一
入
集
。

　

右
に
一
覧
し
た
よ
う
に
天
明
・
寛
政
期
を
通
じ
て
交
際
が
あ
り
、
特
に
、
闌
更
は
重
厚
と
は
し
ば
し
ば
交
流
し
て
い
る
。
蝶
夢
と
は
殆
ど
な
い

が
、
時
雨
会
や
蝶
夢
ら
の
芭
蕉
顕
彰
、
落
柿
舎
の
再
興
（
明
和
七
年
）
な
ど
に
は
注
目
し
て
い
た
。
蝶
夢
は
、
積
極
的
に
闌
更
に
関
わ
る
の
で
は

な
い
が
、
重
厚
が
関
わ
る
こ
と
に
は
肯
定
的
で
あ
る
。
二
条
家
か
ら
義
仲
寺
に
「
正
風
宗
師
」
が
贈
ら
れ
た
こ
と
、
花
供
養
会
に
義
仲
寺
の
肩
書

を
も
っ
て
参
会
す
る
こ
と
に
、
蝶
夢
自
ら
は
表
に
立
た
な
い
が
、
芭
蕉
顕
彰
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
蝶
夢
の
目
指
す
芭
蕉
顕
彰
は
、
一
部
の
熱
心
な
芭
蕉
顕
彰
者
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
支
え
ら
れ
る

必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
時
雨
会
』
が
俳
諧
史
的
に
は
重
要
で
あ
る
が
、
先
細
り
し
て
い
っ
た
の
と
対
照
的
に
、
後
発
の
『
花
供
養
』
は

江
戸
期
を
通
じ
て
盛
ん
で
あ
り
、
芭
蕉
顕
彰
の
一
つ
の
役
目
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。
芭
蕉
顕
彰
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、『
時
雨
会
』
の
延
長

線
上
に
『
花
供
養
』
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
花
供
養
』
を
支
え
る
京
都
の
俳
人
に
寺
村
百
池
が
い
る
。
百
池
は
、
寛
政
二
年
か
ら
闌
更
が
没
す
る
寛
政
一
〇
年
ま
で
、
毎
年
参
会
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し
て
い
る
。
百
池
の
俳
諧
は
、
蕪
村
、
几
董
の
門
で
あ
る
。
そ
の
几
董
と
闌
更
と
の
交
流
は
盛
ん
で
あ
る
。
几
董
は
京
都
の
人
で
あ
る
が
、
貞
門

の
俳
諧
か
ら
は
距
離
が
あ
る
。
以
下
に
年
次
を
追
っ
て
几
董
と
闌
更
と
の
動
き
を
一
覧
す
る
。
浅
見
美
智
子
著
「
几
董
年
譜
」
を
参
照
し
た
。

　

○�
天
明
二
年
一
一
月
一
六
日
、
几
董
は
、
三
浦
樗
良
大
祥
忌
の
句
を
闌
更
に
遣
わ
す
。（
晋
明
集
二
稿
）

　

○��

天
明
五
年
立
秋
、
五
升
庵
に
お
け
る
蝶
夢
・
几
董
・
闌
更
の
俳
諧
興
行
に
、
重
厚
旅
よ
り
帰
り
来
て
歌
仙
一
巻
と
成
る
。〔
連
衆
〕
蝶
夢
・

几
董
・
闌
更
・
重
厚
・
執
筆
。（
新
雑
談
集
）

　

○�

天
明
七
年
三
月
一
二
日
、
闌
更
編
『
花
供
養
』（
同
興
行
）
刊
。
几
董
発
句
一
入
集
。

　

○�

寛
政
元
年
四
月
一
三
日
、
几
董
は
桃
睡
を
伴
い
、
定
雅
、
闌
更
を
訪
ね
る
。（
寛
政
己
酉
句
録
）

　

○�

寛
政
元
年
五
月
一
〇
日
、
几
董
は
闌
更
の
南
無
庵
を
訪
ね
る
が
、
留
守
。（
寛
政
己
酉
句
録
）

　

○�

寛
政
元
年
五
月
二
〇
日
、
几
董
は
闌
更
の
文
音
句
を
録
す
。（
寛
政
己
酉
句
録
）

　

○�

寛
政
元
年
七
月
、
闌
更
編
『
奉
納
集
』
刊
。
几
董
発
句
一
入
集
。

　

○��

寛
政
元
年
九
月
一
〇
日
、
桃
睡
の
母
の
遠
忌
追
福
俳
諧
興
行
に
出
席
、
闌
更
・
百
池
・
桃
睡
・
几
董
の
歌
仙
満
尾
。（
晋
明
集
五
稿
）

　

几
董
は
寛
政
元
年
一
二
月
二
三
日
急
逝
し
た
が
、
闌
更
が
花
供
養
に
専
念
し
て
い
た
頃
、
几
董
と
は
交
際
を
重
ね
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、『
花
供
養
』
に
入
集
し
て
い
る
京
都
の
俳
人
に
、
高
城
都
雀
、
双
林
寺
西
阿
弥
月
峰
、
双
林
寺
正
阿
弥
志
諺
が
い
る
。
こ
れ
ら
は
宋

屋
門
で
あ
る
。『
俳
諧
家
譜
後
拾
遺
』（
寛
政
九
年
）
に
よ
っ
て
宋
屋
門
と
の
関
連
を
示
す
。（
数
）
は
『
花
供
養
』
入
集
回
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

三
宅
嘯
山

　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷
賈
友

　
　
　
　
　
　
　
　

望
月
武
然

　
　

望
月
宋
屋　
　

望
月
文
誰　
　

都
雀

4

4

（
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　

月
峰

4

4

（
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　

志
諺

4

4

（
9
）
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右
か
ら
は
、
闌
更
が
東
山
に
お
い
て
俳
諧
活
動
を
行
う
背
景
の
一
端
を
担
う
も
の
と
し
て
、
宋
屋
門
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。
京
都
に
お
け
る

貞
門
に
近
い
立
場
の
人
々
で
あ
る
。

　

右
に
見
て
き
た
重
厚
、
几
董
、
宋
屋
門
と
の
交
流
か
ら
は
、
京
都
の
人
で
は
な
い
闌
更
が
、
京
都
俳
壇
に
交
わ
る
際
に
寄
る
辺
と
し
た
人
脈
の

一
端
が
知
ら
れ
る
。
京
都
俳
壇
は
、
貞
門
が
強
い
勢
力
を
持
っ
て
い
た
状
況
か
ら
、
次
第
に
蕉
門
の
勢
力
が
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
蝶
夢
・
重

厚
は
、
近
江
膳
所
の
義
仲
寺
に
時
雨
会
を
営
み
、
蕪
村
は
金
福
寺
の
芭
蕉
庵
を
設
け
、
几
董
は
そ
れ
を
助
け
た
。
貞
門
に
近
い
立
場
の
人
々
も
芭

蕉
を
慕
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
理
的
に
交
通
の
便
が
よ
く
、
門
流
に
拘
ら
ず
広
く
受
け
入
れ
、
句
の
優
劣
を
問
題
と
し
な
い
洛
東
の
芭
蕉

堂
花
供
養
は
、
時
代
の
要
請
に
適
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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付　

記

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
近
世
後
期
京
都
俳
壇
に
お
け
る
芭
蕉
顕
彰
資
料
の
収
集
と
研
究
」（
課
題
番
号17K

02474

）
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

　

ま
た
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー�

文
部
科
学
省�

共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
「
日
本
文
化
資
源
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ

研
究
拠
点
」
二
〇
一
九
年
度
共
同
研
究
「
花
供
養
を
め
ぐ
る
近
世
後
期
京
都
俳
諧
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
成
果
の
一
部
は

w
eb

公
開
中
で
あ
る
。

　

http://w
w
w
.arc.ritsum

ei.ac.jp/rarebook/2/3/post-48.htm
l

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
は
、
関
西
大
学
図
書
館
、
舞
鶴
市
郷
土
資
料
館
糸
井
文
庫
、
綾
部
市
資
料
館
、
京
都
俳
諧
研
究
会
、
国
文
学
研
究
資

料
館
、
夢
望
庵
文
庫
、
畑
家
文
書
を
読
む
会
、
並
び
に
畑
忠
良
氏
、
永
井
一
彰
氏
、
小
林
孔
氏
、
松
本
節
子
氏
、
久
後
生
歩
氏
の
学
恩
を
賜
り
ま

し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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